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[特集]

平成26年度の決算報告
歳入は221億円、歳出は212億円でした

撮影地／村立図書館（船場）



村のお
・ ・ ・

財布事情をお知らせします
　皆さんの納めた税金等がどのように使われたのかをご報告します。なお、詳細な資料は企画経営
課（役場行政棟３階）で閲覧できるほか、村公式ホームページでもご覧いただけます。

■問い合わせ　企画経営課財政経営担当（☎282-1711 内線1334）

　学校建設の費用（教育費）や震災
復興に係る費用（土木費）、こども
園の建設に係る費用（民生費）等が
増加したことにより、前年度と比
べて34億円の増。

　このうち４億円を平成27
年度への繰越事業の財源と
したため、歳入と歳出の実
質的な差額（実質収支額）は
５億円となりました。

平成26年度（一般会計）は、歳入･221億円、歳出･212億円！

平成26年度の決算報告

　固定資産税や、学校建設に係る
基金の繰入金等が増加したこと
により、前年度と比べて40億円
の増。

212億円
34億円増（前年度比）

９億円
（歳入－歳出）

221億円
40億円増（前年度比）

歳入 歳出 差引
総額

●村民１人当たりに使われたお金は？

行政の運営、
地域自治の推進等

（総務費）

消防活動
（消防費）

約６万6,000円

約１万5,000円

福祉の充実
（民生費）

教育の充実
（教育費）

約14万6,000円

保健衛生･ごみ処理
（衛生費）

村債の返済
（公債費）

約５万4,000円

約２万1,000円

道路や公園等の整備
（土木費）

その他（議会費、農林
水産業費、
商工費等）

約９万4,000円

約２万8,000円

約13万5,000円

※平成27年３月31日現在の住民基本台帳に基づく人口
（３万7,923人）から算出しています。

合計　約55万9,000円

▼義務的経費…人件費、社会保障に要する経費（扶助費）、借金返
済に係る経費（公債費）等、支出が義務付けられているお金

▼投資的経費…インフラ整備等の資本形成のために使われるお金

Ｈ25年度

Ｈ26年度

50０ 100 200150 （億円）

【過去３年間の歳入の推移】

【過去３年間の歳出（性質別）の推移】

国庫
支出金

②投資的経費

181億

221億

178億

212億

Ｈ24年度 村税 その他 218億

①義務的
経費

③その他
経費 206億

Ｈ25年度

Ｈ26年度

Ｈ24年度

県支出金

50０ 100 200150 （億円）
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国庫支出金    23億円
村の特定の事業に対して
国から交付されたお金

県支出金      ８億円

その他          19億円
使用料や手数料、交付金、
繰越金など

総務費         25億円
自治の推進や防災･交通
安全対策などに使われた
お金

土木費          36億円
道路や公園の整備等に使
われたお金

教育費          51億円
幼稚園や小中学校、社会
教育等に使われたお金

衛生費         20億円
保健衛生や環境衛生、ご
み処理などに使われたお
金

民生費         56億円
福祉や医療などに使われ
たお金

公債費           ８億円

その他          16億円
議会･消防･商工･農林水
産業に使われたお金

こども園の整備や、臨時福
祉給付金･子育て世帯臨時
特例給付金給付事業等の増
加により＋5.9億円。

区画整理事業への繰出金
や、震災被害を受けた南
台･緑ケ丘地区の造成宅地
滑動崩落緊急対策費等の
増加により＋8.1億円。

中丸小学校や東海中学校
の建設費等の増加により
＋20億円。

歳入  221億円
歳出  212億円

村の特定の事業に対して
県から交付されたお金

村債の元金や利子の償還
等に使われたお金

10.4％

3.6％

8.6％

構成比
11.8％

3.8％

7.5％

26.4％

17.0％

24.1％

※平成27年３月31日現在の住民基本
台帳に基づく人口（３万7,923人）か
ら算出しています。

●一般会計決算をグラフで見ると

公園除染の終了に伴う補
助金等の減少により－0.9
億円。

村民１人当たりに使わ
れた金額56万円 ※

繰入金          42億円
基金や特別会計からの受
入金

19.0％

村税           129億円
村民税や固定資産税、都
市計画税など

構成比
58.4％

村民１人当たりの
負担34万円 ※

9.4％

東海中学校や中丸小学校、
こども園の建設基金繰入金
等の増加により＋30億円。

固定資産税等の増加により
＋19.8億円。
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区　　分 目　　　的 補助金額
地 域 自 治 自治会活動への支援など 5,775万円
福 祉 高齢者、保育児童、障がい者への支援など ４億2,191万円
健康･医療 不妊治療や健康診査等への助成など 596万円
農 業 転作への補助や担い手育成のための支援など １億5,541万円
教 育 私立幼稚園、米飯給食費、社会教育活動団体への支援など 7,248万円
環境･防災 浄化槽や太陽光発電に対する助成、防災組織への支援など 3,688万円
商 工 観 光 東海まつりへの支援、中小企業への利子補給など 7,585万円
そ の 他 国際交流への支援や東日本大震災被災への補助など 1,209万円

合　　　計 ８億3,833万円

●村から村民の皆さんへの補助金

●特別会計

●基金 ●村債

事 業 名 歳　　入 歳　　出 差し引き
国民健康保険事業 36億2,549万円 33億7,344万円 ２億5,205万円
後期高齢者医療 ３億3,538万円 ３億2,872万円 666万円
介護保険事業 26億1,935万円 23億6,856万円 ２億5,079万円
介護サービス事業 1,047万円 876万円 171万円
東海駅西土地区画整理事業 １億9,225万円 9,291万円 9,934万円
東海駅東土地区画整理事業 １億3,520万円 １億882万円 2,638万円
東海駅西第二土地区画整理事業 ２億1,121万円 １億7,756万円 3,365万円
東海中央土地区画整理事業 ６億8,056万円 ４億7,169万円 ２億887万円
公共下水道事業 17億2,326万円 15億9,461万円 １億2,865万円
那珂地方公平委員会 90万円 16万円 74万円

区　　分 現 在 高 増減率
（対前年度比）

①財政調整基金 63億2,150万円 △1.7％
②減債基金 32億9,357万円 0.1％
③特定目的基金 42億3,075万円 △42.9％
④定額運用基金 ７億7,183万円 2.9％

合　　計 146億1,765万円 △18.3％

地域活動の支援
や、福祉的な給付
等のために交付し
ているお金だよ。

特定の事業のため
に設けられた会計
で、歳入･歳出を
事業内でやりくり
しているよ。

Ｈ24年度

Ｈ25年度

Ｈ26年度

50０ 100 150 （億円）

① 174億② ③ ④

179億

146億

区　　分 残　　高 増減率
（対前年度比）

①一般会計 48億2,389万円 △12.7％
②公共下水道事業 72億7,267万円 △5.0％
③水道事業 21億464万円 2.7％
④病院事業 15億2,581万円 △3.8％

合　　計 157億2,701万円 △6.5％

年度間の財源不足の補充（財政
調整基金）や借金の返済（減債基
金）に備えるお金なんだよ。

たくさんの費用が掛かる
事業の財源として借り入
れたお金なんだって。

Ｈ24年度

Ｈ25年度

Ｈ26年度

50０ 100 150 （億円）

177億

168億

157億

① ② ③ ④

4 ●広報とうかい  2015年10月10日号



　財政状況を、一般会計（中心となるお財布）だ
けでなく、自治体の財政に影響を及ぼすその他
のお財布（特別会計や一部事務組合、第三セク
ター等）も含めて把握するための指標です。「早
期健全化基準」は“危険信号”で、この数値を超
えると、直ちに財政の再建に取り組まなくては
いけません。

　村税などの経常的な収入のう
ち、人件費や扶助費など経常的
に支出される経費に充てられた
ものが占める割合を示します。
数値が低いほど、施策等の財源
として自由に使用できるお金が
あることを示します。

経常収支比率 公債費負担比率

　村税などの経常的な収入のう
ち、借金返済額が占める割合を
示すもので、借金返済の負担の
程度をチェックする指標です。
数値が高いほど、財政運営の硬
直性の高まりを示しており、数
値が低いほど財政負担が軽いと
いえます。

東海村
75.9％

対前年度比
－12.7

東海村
5.0％

対前年度比
－0.6

　標準的な行政の仕事（行政需
要）を賄うために必要な財源を、
どれだけ自力で調達できるかを
示す数字です。数値が１を超え
ると財源に余裕
があるとみなさ
れます。

財政力指数

●財政指数

【過去３年間の推移】 【過去３年間の推移】 【過去３年間の推移】

　東海村は赤字や資金不足がないので、実質公債費比
率を除く全ての項目で、数値が算出されませんでした。
　それに、実質公債費比率についても危険度を示す
25％を大幅に下回っていて、村の財政は健全といえ
るのね。

東海村のお財布は大丈夫？ 財政の健全度を診断！

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度
70.0

80.0

90.0
（％）

0.50

1.00

1.50

2.00
（％）

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0
県内市町村平均

東海村

75.9

86.2

88.988.7

88.2

88.6

0.69 0.70

1.411.48

0.69

1.36

5.0

12.412.8

5.1

12.6

5.6県内市町村平均

東海村

県内市町村平均

東海村

県内で

１番低い！

県内で

１番高い！

県内で

１番低い！

東海村
1.41

対前年度比
＋0.05

指　　標 どんな比率をあらわすの？ 東海村 早期健全化基準
（この数値を超えると“危険信号”）

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 ― 12.94％

連結実質赤字比率 全ての会計（一般会計、特別会計、公営企業会計）
の赤字の割合 ― 17.94％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 2.3％ 25％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 ― 350％

資金不足比率 公営企業ごとの資金の不足額の大きさを示す割合 ― 20％

●財政の健全化判断比率と資金不足比率
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　村の予算は金額が大きすぎて、実感がわかないかもしれません。そこで、一般会計
決算を約3000分の１の額にして、家計簿に例えてみました。約700万円の年収での
東海村のやりくりがどのようなものかを見てみましょう。

“東海村さん家”の家計簿 ～もしも東海村が、年収約700万円の家庭だったら～

収　　入

給与 442万円
（村税、分担金･負担金、使用料･手数料）

貯金からの引き出し 139万円
（繰入金）

前年度からの繰り越し ９万円
（繰越金）

雑収入 ６万円

（諸収入、財産収入）

親からの仕送り 138万円
（地方譲与税、地方交付税、国･県支出金等）

ローン借り入れ ０円

（村債）

合　　計 734万円

支　　出

食費 104万円
（人件費）

医療費、学費 81万円
（扶助費）

ローン返済 26万円
（公債費）

光熱水費･日用品の購入費 100万円

（物件費）

自宅の増改築･修繕 207万円
（維持修繕費、普通建設事業費、災害復旧事業費）

子どもへの仕送り 91万円
（繰出金）

自治会費、友人への支援 68万円
（補助費等）

貯金 29万円
（積立金、投資･出資金、貸付金）

合　　計 706万円

ローン残高
（一般会計のみ）

貯金額

487万円 161万円

① 収入の約81％は「自主財源」
　「自主財源」とは、給与（村税など）や貯金から
の引き出し（繰入金）など、他に頼らないお金の
ことです。給与は収入全体の約60%を占めて
おり、貯金から引き出したお金などと合わせる
と全体の約81%を占めています。

② 支出における「義務的経費」は約30％
　「義務的経費」とは、食費（人件費）、医療費や
学費（扶助費）、ローン返済（公債費）など、必ず
支出しなければならないお金のことで、全体の
約30%を占めています。

③ やりくり（財政運営）のポイント
　「自主財源」のみでは必要経費を賄うことがで
きないため、ローンの借り入れ（村債）をしたり、
親からの援助（地方譲与税など）を得ながらやり
くりしています。現在、貯金は487万円、ロー
ンの残高（一般会計に係るもののみ）は161万円
です。継続的に安定した行政サービスが行える
ように、貯金やローンは、中長期的な財政見通
しを立てて計画的に、また必要に応じて組んで
います。今後も日用品の購入費（物件費）の節約
や計画的な増改築などを行い、無理のない着実
な財政運営を目指していきます。

他に頼ら
ないお金

81％

必ず支払
うお金
30％

現状と今後のポイントは？
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秋
の
行
政
相
談
週
間

「
国
勢
調
査
」調
査
票
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

10
月
１
日
を
期
日
と
し
、
国
内
に
住
む
全
て
の
人･

世

帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
、
平
成
27
年「
国
勢
調
査
」に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
国
勢
調
査
」の
調
査
結
果
は
、
人
口･

世
帯
数
に
関
す

る
速
報
が
平
成
28
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た
後
、
順
次
詳
し

い
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。国
勢
調
査
の
結
果
は
、

将
来
に
お
け
る
国･

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
や
学
術･

教
育
等
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
幅
広
く
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

【
調
査
票
が
未
提
出
の
方
は
】

　

調
査
票（
国
勢
調
査
調
査
票
）が
未
提
出
の
世
帯
は
、
調

査
事
項
に
従
っ
て
記
入
の
上
▽
調
査
票
と
同
時
に
配
布
さ

れ
た「
郵
送
提
出
用
封
筒
」（
細
長
い
封
筒
）に
封
入
し
、
総

務
省
へ
郵
送
▽
国
勢
調
査
員
に
直
接
渡
す
―
―
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
調
査
票
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
」「
調
査
票
の

追
加
が
必
要
」な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
総
務
課
統
計･

Ｉ
Ｔ
管
理
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
３
１
６
）

▽
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０
‐
０
７

‐
２
０
１
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
☎
０
３
‐
４
３
３
０
‐

２
０
１
５
）※
設
置
期
間
は
10
月
31
日（
土
）ま
で
と
な

り
ま
す
。

▽
詳
細
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
務
省
統
計
局
が

運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.stat.go.jp

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
行
政
手
続
き
や
制
度
に

つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」

「
国
道
に
危
険
箇
所
が
あ
る

の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
」「
ポ
ス
ト
を
近

く
に
設
置
し
て
ほ
し
い
」な
ど
、
国
や

県
、
行
政
全
般
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【「
行
政
相
談
委
員
」と
は
？
】

　

村
に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
２
人
の
行
政

相
談
委
員
が
い
ま
す
。｢

困
っ
た
ら
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
行

政
相
談｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
公
正･

中
立
な
立
場
か
ら
国

の
行
政
等
へ
の
苦
情
や
意
見･

要
望
を
受
け
付
け
、
解
決

や
実
現
を
促
進
す
る
ほ
か
、
行
政
の
精
度
や
運
営
の
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
定
例
行
政
相
談
】

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時	

お
お
む
ね
隔
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～
午

後
２
時 

※
詳
細
は
、
毎
月
25
日
発
行
の「
広
報
と
う
か

い（
お
知
ら
せ
版
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
場
　
　
所	

心
配
ご
と
相
談（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
絆
」内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）、
村
民

相
談
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
２
７
６
）

10
月
19
日（
月
）
～
25
日（
日
）

例
え
ば
こ
ん
な
相
談
で
は
…

【
相
談
例
①
】道
路
標
識
の
案
内
ど
お
り
に
通
行
す
る

と
、
幅
の
狭
い
道
路
に
案
内
さ
れ
て
し
ま
う
。

→
道
路
管
理
者
に
連
絡
し
た
結
果
、
道
路
標
識
の
表

示
が
変
更
さ
れ
て
、
通
行
し
や
す
く
な
っ
た
。

【
相
談
例
②
】簡
易
保
険
の
案
内
通
知
が
、
文
字
と
背

景
が
同
系
色
の
た
め
見
づ
ら
い
。

→
通
知
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
申
し
出
ど
お
り
読
み
づ

ら
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生

命
保
険
に
改
善
を
申
し
出
た
結
果
、
全
国
的
に
印

字
が
変
更
さ
れ
て
見
や
す
く
な
っ
た
。

【
相
談
例
③
】津
波
警
報
や
注
意
情
報
の
表
示
が
、
テ

レ
ビ
局
に
よ
っ
て
違
う
た
め
統
一
し
て
ほ
し
い
。

→
視
聴
者
が
誤
認
し
て
避
難
が
遅
れ
る
と
い
っ
た
事

態
を
防
止
す
る
た
め
に
、
気
象
庁
の
凡
例
に
基
づ

い
た
表
示
や
色
づ
か
い
の
統
一
を
放
送
事
業
者
に

働
き
か
け
、
色
づ
か
い
が
統
一
さ
れ
た
。

改善前

改善後

め
ざ
そ
う 

住
み
よ
い 

ま
ち
づ
く
り

改善の
余地あり！
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８
月
24
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
東
海

村
自
治
会
連
合
会
と
村
と
の
共
催
に
よ

る
村
政
懇
談
会
が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で

は
、
村
長
か
ら
、
今
年
度
の
村
政
運
営
の

基
本
方
針
や
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
さ

れ
た
後
、
各
地
区
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ

た
質
問
や
要
望
に
対
す
る
回
答
の
報
告

や
、
参
加
者
に
よ
る
自
由
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
地
区
で
行
わ
れ
た
懇
談
の

内
容（
一
部
抜
粋
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
議
事
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ	

自
治
推
進
課
自
治

推
進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 
内
線

１
４
６
１
～
１
４
６
３
）

各
地
区
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
た
の
か
、
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

平
成
27
年
度 

村
政
懇
談
会

【“
村
政
運
営
”の
４
つ
の
基
本
方
針
】

①「
東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
」の
推
進

②「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め

の
６
つ
の
重
点
施
策

③“
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
”に
向
け

た
対
応

④
原
子
力
政
策
に
つ
い
て

【
②「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
重

点
施
策（
内
容
一
部
抜
粋
）】

●
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
た

新
た
な
子
育
て
施
策
の
推
進

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
入
手
で
き
る

子
育
て
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

し
ま
す
。

●
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
新
た
な

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
の
整
備
等
、
運
動
の

習
慣
化
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

村
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

●
給
付
型
か
ら

支
援
型
へ
の

サ
ー
ビ
ス
転

換
を
目
指
し

た
新
た
な
介
護
予
防
の
推
進

　

介
護
用
品
購
入
費
の
助
成
対
象
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
施
策
の

一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
自
治
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

新
た
な
支
援
方
策
の
検
討

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
創
設
や
補

助
金
の
一
括
交
付
金
化
な
ど
、
新
た
な

支
援
方
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

●
地
域
公
共
交
通
の
確
保
と
地
域
経
済

活
性
化
の
促
進

●
環
境
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
し
た
環
境

政
策
の
推
進

　

村
を
環
境
先
進
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」の
認

定
を
目
指
し
、
構
想
の
策
定
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

村
長
に
よ
る

　
村
政
に
つ
い
て
の
報
告
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期　

日
▼
８
月
24
日　

場　

所
▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
85
人

事
前
質
問
▼
駆
上
り
動
燃
線
の
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
、
国
道
２
４
５
号
の

４
車
線
化
工
事
の
際
に
、（
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
サ
イ
ク
ル
工
学
研

究
所
前
の
）交
差
点
の
右
折
ラ
イ
ン

の
２
車
線
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

建
設
農
政
部
長
▼
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
、
国
道
２
４
５
号
の
拡
幅

改
良
工
事
に
伴
う
交
差
点
の
改
良
予

定
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
右
折

ラ
イ
ン
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
や
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
調
整
し

な
が
ら
、
国
道
２
４
５
号
の
拡
幅
改

良
工
事
と
は
別
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
朝
夕
の
混
雑
時
の
渋
滞
解

消
を
図
る
た
め
に
は
、
右
折
レ
ー
ン

の
滞
留
ス
ペ
ー
ス
を
長
く
す
る
こ
と

も
方
法
の
一
つ
。
皆
さ
ん
が
、
よ
り

安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず

は
警
察
と
、
交
差
点
に
関
す
る
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

川
根
区
住
民
▼
今
後
の
村
の
人
口
を
増

や
し
て
い
く
た
め
に
、
村
と
し
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
？

村
長
公
室
長
▼
現
在
、
地
方
の
人
口
を

増
や
し
て
い
こ
う
と
、
国
を
挙
げ
て

地
方
創
生
と

い
う
事
業
に

取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の

中
で
総
合
戦

略
を
つ
く
っ

て
い
る
が
、

併
せ
て
、
村

全
体
の
人
口
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し

て
い
く
の
か
を
示
す
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
つ
く
っ
て
い
る
。
東
海
村
は
地
域

別
で
見
る
と
か
な
り
人
口
に
差
が
あ

り
、
照
沼
小
学
校
区
は
人
口
減
少
が

著
し
い
地
域
で
あ
る
。
村
と
し
て
も

今
後
こ
の
よ
う
な
地
区
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
は
非
常

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
照
沼
小
学

校
区
は
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
の
後
背

地
と
い
う
位
置
づ
け
で
計
画
を
立
て

る
よ
り
も
、人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し

て
い
く
の
か
に
焦
点
を
当
て
て
計
画

を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
一

緒
に
な
っ
て
対
策
等
を
考
え
て
い
き

た
い
。

【
村
松
地
区
】

期　

日
▼
８
月
25
日　

場　

所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
０
８
人

事
前
質
問
▼
昨
年
度
要
望
し
た
事
案

（
前
谷
水
田
道
路
沈
下
に
よ
る
雨
天
時

の
冠
水
改
善
）に

つ
い
て
、
村
か
ら

回
答
を
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る

の
か
？

建
設
農
政
部
長
▼
昨
年
度
、
沈
下
対
策

を
ま
と
め
、
工
事
を
発
注
し
、
平
成

28
年
３
月
末
に
工
事
完
了
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

り
、
舗
装
の
下
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

系
の
材
料
で
約
１
ｍ
30
㎝
の
盛
土
を

し
、
構
造
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、
沈

下
を
抑
え
る
工
法
で
実
施
し
て
い
く
。

竹
瓦
区
住
民
▼
自
治
会
制
度
の
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

村
民
生
活
部
長
▼「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」へ
の
移
行
と
い
う
こ
と
で
、
村
で

は
現
在
、
地
区
自
治
会
制
度
の
見
直

し
を
提
案
し
て
い
る
。
少
子
化
な
ど

で
人
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
自
治

会
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
は
、
後

継
と
な
る
担
い
手
が
い
な
い
な
ど
の

問
題
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

の
自
治
会
制
度
に
な
っ
て
10
年
が
経

過
し
た
。
現
在
の
自
治
会
制
度
は
、

地
方
分
権
一
括
法
と
い
う
法
律
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
限
が
村
へ
降
り
て
き

た
際
に
、“
こ
う
い
う
形
で
自
治
会
制

度
を
や
り
ま
せ
ん
か
”と
い
う
よ
う

な
形
で
始
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
村

の
将
来
像
を
考
え
て
い
く
中
で
、
本

当
に
こ
の
ま
ま
の
制
度
で
良
い
の
か

を
各
地
区
の
方
々
に
考
え
て
も
ら
い

た
い
。
今
は
混
乱
も
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
も
う
少
し
良
い
形
を
提
示
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
各
地
区
の

問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
組
織
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

竹
瓦
区
住
民
▼
今
年
は
Ｊ
Ａ
稲
作
部
会

へ
の
補
助
金
が
な
い
と
の
こ
と
だ
が

な
ぜ
か
？

建
設
農
政
部
長
▼
現
在
、
補
助
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ

部
会
へ
の
補
助
は
村
だ
け
が
行
っ
て

お
り
、
Ｊ
Ａ
で
も
補
助
を
出
す
よ
う

協
議
し
た
が
、
出
せ
な
い
と
の
こ
と

で
、
今
年
度
は
な
く
し
た
が
、
来
年

度
は
あ
ら
た
め
て
何
ら
か
の
支
援
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
石
神
地
区
】

第１回「東海村まち･ひと･しごと
創生推進会議」の様子
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期　

日
▼
８
月
26
日　

場　

所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
94
人

豊
岡
区
住
民
▼
住
宅
が
増
え
、
農
地
が

虫
食
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
住
宅

が
増
え
る
と
、
農
業
を
す
る
際
、
早

朝
の
騒
音
や
ほ
こ
り
を
気
に
す
る
こ

と
に
な
り
、
苦
労
し
な
が
ら
や
っ
て

い
る
。
農
地
転
用
を
す
る
基
準
や
、

農
地
を
集
約
す
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま

え
た
村
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

村
長
▼
村
内
の
宅
地
化
は
、
10
年
住
ん

で
い
れ
ば
家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き

る“
10
年
ル
ー
ル
”が
適
用
さ
れ
る
た

め
に
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
県
全
域

で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
東
海
村

だ
け
外
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
問
題
は
村
長
就
任
時
か
ら
の
課

題
で
あ
り
、
土
地
利
用
の
ル
ー
ル
づ

く
り
と
い
う
も
の
を
掲
げ
て
き
た
が
、

い
ま
だ
計
画
は
で
き
て
い
な
い
。
土

地
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
た
め
、
規

制
す
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。
私
個

人
の
考
え
と
し
て
は
、
虫
食
い
状
態

の
農
地
は
、
市
民
農
園
等
と
し
て
一

般
の
方
に
貸
し
出
し
て
、農
業
を
や
っ

て
い
な
い
方
に
実
際
に“
土
を
い
じ

る
”と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
農
業

を
や
る
に
は
機
械
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
騒
音
も
あ
り
、
虫
な
ど

も
発
生
す
る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
で

あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、農
業
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
新
し
い
農
業
振
興
計
画
の
中
で
決

め
て
い
き
た
い
。
一
方
で
、
守
る
べ

き
農
地
は
、保
全
エ
リ
ア
と
し
て
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

百
塚
区
住
民
▼“
東
海
村
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
”と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？

村
長
▼
東
海
村
ほ
ど“
住
民
の
力
”が
強

く
、
地
域
の
方
々
が
動
い
て
く
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
う
。
こ
れ

を
続
け
て
い
け
れ
ば
、
住
民
が
主
体

的･

自
主
的
に
動
き
、
地
域
を
支
え

る
す
ば
ら
し
い
村
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
多
く
の
方
が
地
域
の
活
動

に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。
難
し
い
問
題
だ
が
、

地
域
の
活
動
に
は
、
あ
く
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
も
ら

い
、
そ
の
事
業
に
掛
か
る
費
用
は
村

で
支
援
す
る
と
い
う
形
を
目
指
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
白
方
地
区
】

期　

日
▼
８
月
27
日　

場　

所
▼
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
２
１
人

事
前
質
問
▼
自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
他
市
で
は
、
市
外
か
ら

転
入
し
た
方
や
市
内
の
ア
パ
ー
ト
な

ど
に
住
ん
で
い
た
方
が（
市
内
に
）住

宅
を
取
得
し
た
場
合
、
最
高
50
万
円

を
支
給
す
る
補
助
制
度
等
を
設
け
て

い
る
。
支
給
条
件
の
一
つ
は
、“
自

治
会
に
加
入
す
る
こ
と
”と
な
っ
て

お
り
、
村
で
も
実
施
で
き
な
い
か
？

村
民
生
活
部
長
▼
他
自
治
体
で
は
、
人

口
減
少
問
題
と
併
せ
た
問
題
解
決
の

手
法
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
補
助
制

度
等
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
も
一
つ
だ
が
、
あ

ら
た
め
て
、
東
海
村
の
自
治
会
加
入

率
の
減
少
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
も
の
な
の
か
、
現
状
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
加
入

し
な
い
理
由
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

や「
役
員
選
出
」等
を
懸
念
し
た
も
の

な
の
か
、
他
に
原
因
が
あ
る
の
か
を

把
握
し
た
上
で
、
加
入
促
進
の
手
段

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
村
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
平
等
に
行
う
と
い
う
基
本
原
則
は

あ
る
が
、
自
治
会
加
入
者
に
対
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
設
け
る
な
ど
、
加
入
率

の
向
上
を
目
指
し
て
、

単
位
自
治
会
の
連
絡
調

整
機
関
で
あ
る
東
海
村

自
治
会
連
合
会
と
の
協

働
に
よ
り
、
対
応
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

舟
石
川
３
区
住
民
▼
東
海
村
の
歴
史
を

整
備
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

教
育
次
長
▼
歴
史
に
関
し
て
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
環
境
の
整
備

と
し
て
、
中
央
公
民
館
の
前
に
あ
る

土
地
を
購
入
し
取
得
し
た
の
で
、
そ

こ
に
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、
村
の

歴
史
を
伝
承
す
る「（
仮
称
）歴
史
と

未
来
の
交
流
館
」を
建
築
す
る
計
画

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
基
本
設
計
に
入

り
、
現
時
点
で
は
平
成
30
年
度
に
建

築
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。
歴
史
や

文
化
財
を
伝
承･

展
示
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
見
て･

触
れ
て･

体
験

し
な
が
ら
、
世
代
間
の
交
流
を
図
れ

る
場
を
設
け
た
り
で
き
る
よ
う
な
、

東
海
村
の
歴
史
資
料
館
と
子
ど
も

未
来
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合

型
施
設
を
造
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

【
真
崎
地
区
】
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期　

日
▼
８
月
28
日　

場　

所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
１
１
０
人

事
前
質
問
▼
高
齢
化
や
、
働
く
世
代･

子
育
て
世
代
の
増
加
で
役
員･

後
継

者
が
不
足
し
て
お
り
、
積
極
的
に
自

治
会
活
動
を
行
え
る
体
制
に
は
な

い
。
む
や
み
に
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
単
位
自
治

会
が
現
状
に
即
し
た
事
業
計
画･
運

営
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
同

時
に
、
数
あ
る
申
請
手
続
き
や
組
織

を
整
備･

統
合
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
ほ
し
い
。

村
民
生
活
部
長
▼
村
で
も
、
地
区
自
治

会
や
単
位
自
治
会
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」の
創
設
や
、
補
助

金
の
一
括
交
付
化
に
よ
る
新
た
な
支

援
策
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
自
治
会
等
の
皆
さ
ん
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
自

治
会
や
村
民
組
織
と
の
協
働
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

舟
石
川
中
丸
区
住
民
▼
村
政
懇
談
会
は
、

村
の
職
員
と
住
民
と
で
直
接
話
が
で

き
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
が
、

議
員
と
住
民
と
の
話
し
合
い
の
場
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
？

議
会
事
務
局
長
▼
今
年
か
ら「
議
会
報

告
会
」を
始
め
た
。
５
月
に
、
中
丸

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
舟
石
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

た
ほ
か
、
11
月
８
日（
日
）に
真
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
11
月
11
日

（
水
）に
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

フ
ロ
ー
レ
ス
タ
須
和
間
区
住
民
▼
現

在
、
フ
ロ
ー
レ
ス
タ
須
和
間
か
ら
南

台
に
か
け
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
へ
向

か
う
新
た
な
道
路
が
建
設
さ
れ
て
い

る
が
、
工
事
に
大
変
長
い
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
を
教
え

て
ほ
し
い
。

建
設
農
政
部
長
▼
道
路
の
工
事
が
止

ま
っ
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
東
海

村
と
ひ
た
ち
な
か
市
と
の
境
で
あ

る
。
東
海
村
側
で
は
、
ほ
と
ん
ど
完

成
し
て
お
り
、
検
査
の
完
了
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ひ
た
ち
な
か

市
側
で
は
、
用
地
交
渉
で
難
航
し
て

い
る
部
分
が
あ
り
、
東
海
村
も
ひ
た

ち
な
か
市
と
合
同
で
協
議
を
し
て
い

る
。
用
地
交
渉
が
解
決
で
き
れ
ば
全

線
開
通
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
中
丸
地
区
】

期　

日
▼
８
月
30
日　

場　

所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者
▼
91
人

事
前
質
問
▼
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
も
、

国
道
６
号
の
笠
松
交
差
点
か
ら
石
神

十
字
路
交
差
点
ま
で
の
間（
１･

５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）を
４
車
線
に
し
て
ほ

し
い
。

建
設
農
政
部
長
▼
慢
性
的
な
渋
滞
を
緩

和
す
る
た
め
、
ま
た
、
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
も
避
難
道
路
や
緊
急
輸

送
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
村
と
し
て
も
重
要
な

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、
日
立

市･

常
陸
太
田
市･

東
海
村
か
ら
な
る

「
日
立
都
市
圏
幹
線
道
路
整
備
促
進

期
成
会
」で
、
国
道
６
号
な
ど
、
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
を
、
国
土

交
通
省
や
県
へ
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
道
６
号
は
、
南
北
軸
の
重
要

な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

高
萩
市･

北
茨
城
市
を
含
め
た
４
市

１
村
か
ら
な
る「
茨
城
県
北
国
道
６

号
整
備
促
進
期
成
会
」を
平
成
26
年

10
月
に
発
足
し
て
い
る
。
今
後
も
、

広
域
的
な
観
点
か
ら
、
関
係
市
町
村

と
連
携
し
な
が
ら
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

舟
石
川
１
区
住
民
▼
東
海
村
は
量
子
科

学
の
村
で
あ
り
、
65
か
国
か
ら
研
究

者
が
訪
れ
て
研
究
し
て
い
る
よ
う
な

国
際
的
な
村
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
が
外
か
ら
東
海

村
に
来
て
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
必
要

で
あ
る
。
小
中
学
校
な
ど
、
小
さ
い

う
ち
か
ら
医
学
や
科
学
、
工
業
に
関

心
を
持
て
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
企
画
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長
▼
自
然
科
学
に
興
味
の
あ
る
子

を
さ
ら
に
育
も
う
と
、
中
学
生
を
対

象
に
夏
休
み
に
筑
波
大
に
行
き
、
関

心
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
村
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
と
共
催
で
実
施
し

て
い
る
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

研
究
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
自
然
科
学
へ
の
興
味･

関
心
や
、

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
も
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
。「（
仮
称
）

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」は
、
歴
史
館

だ
け
の
要
素
で
は
な
く
、
子
ど
も
が

休
み
の
日
に
行
け
ば
工
作
が
で
き
た

り
、
理
科
実
験
が
で
き
る
な
ど
、
児

童
館
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

【
舟
石
川･

船
場
地
区
】

ぼくの地区では、どんなことが話題になったのかな？
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　自分の愛犬であれば、たとえ汚いと思っても責任を持って後始末するのが飼い主のマナーです。犬
の散歩に行くときは、シャベルやビニール袋を忘れず持ち歩きましょう。
　住んでいる地域に犬や猫のふんが落ちていると、誰でも気持ち良いものではありません。地域の方
に不快感を与えることなく、また住民間のトラブルを防ぐためにも、飼い主として最低限のマナーを
守ることは大きな義務です。

【問い合わせ】
　環境政策課環境保全担当（☎282-1711 内線1451）、茨城県動物指導センター（☎029-672-1200）

　動物を適切に飼育することは飼い主の責務であり、動物愛護の根幹でもあります。飼育している動物の健康
と安全の保持、人の生命や財産への危害の防止、他人への迷惑防止等について常に留意し、動物を最期まで飼
育することが飼い主に課せられた責務です。
　村には毎年、犬･猫の放し飼いや糞尿の放置、鳴き声･臭気など不適切な動物の飼育による苦情、飼育中途で
の動物の放棄や遺棄に関する相談、飼育能力を超えた多頭飼育についての苦情等、多くの相談や苦情が寄せら
れています。この機会に、飼い主としての責任をあらためて見直し、近隣への迷惑行為を未然に防ぐとともに、
動物の適正な飼育管理に努めるよう心掛けてください。

10月は「飼い主マナー向上推進月間」です！

　飼い犬にリード着用することは、飼い主の義務です。
　散歩コースには犬が苦手な方もいます。場合によっては、危険な事故に繋がり、愛犬や無関係の方
が巻き込まれる可能性があります。愛犬の命、また、自分の周りにいる方々の安全や命を守るために
も必ずリードを着用してください。
　また、猫は基本的に室内で飼うものです。猫は餌が十分に与えられていれば特に広い空間を必要と
しません。室内で飼うことで、交通事故に遭う心配もなく、伝染病の未然防止にもつながります。

　散歩中にすれ違う人や犬、自転車等に激しくほえかかる犬がいます。犬同士のけんかや人への危害
を防ぐために、まずは基本的な散歩の練習が必要です。犬が集まる公園等で遠くからさまざまな音を
聞かせたり、犬や人の様子が感じられる場所で静かにしていることを練習させたり、たくさんの人や
犬とのふれあいなど、さまざまな経験をさせたりすることで、犬は人間社会で安全に生きていくため
のコツを学習します。飼い主は、愛犬の正しいしつけを心掛けてください。

ペットを飼うことを簡単に考えていませんか？

　　　飼う以上、飼い主には責任が生じます！

ふんの持ち帰りは当たり前です！

ペットの行動を制御しましょう

威嚇･興奮･ほえる犬のしつけを！

ぼくもみんなに迷惑を掛けないようにしたいけど…

ぼくも、誰かを怖がらせたりしたくないけど…

散歩大好き！ でも、散歩のマナーを守ることも大切なんだね
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　今回の訓練にご協力いただける方（ほっとメイト）を募集しています。「ほっとメイト」としてご協力をいただ
ける方は、事前に携帯メールの登録をお願いします。

　この訓練は、認知症の方が行方不明となってしまった場合を想定して、村の「あんしん･おかえりネットワー
ク」を活用しながら、通報･連絡･確認･発見･保護までの情報伝達や周辺確認等を実際に行うものです。

行方不明者の早期発見･保護を目指して！

「認知症徘徊模擬訓練」を実施します
　村では、認知症の方がいつまでも住み慣れた地域で生活を送れるように、さまざまな
支援体制を整備しています。その一環として「認知症徘

は い か い

徊模擬訓練」を、10月23日（金）に
照沼小学校区で実施しますので、地域の皆さんのご協力をお願いします。

①行方不明高齢者が発生したことを想定して、行方不明高齢者役が学区内を移動します。
②地域包括支援センターから、村内関係者や店舗、住民協力者（ほっとメイト）へ、行方不明者の情報を

メールで送信します。併せて防災行政無線放送でも呼び掛けます。
③情報を受信した協力者（ほっとメイト）は、交通状況等に十分注意しながら、周囲を確認してください。

その際、メールや防災行政無線放送の内容に似た行方不明高齢者を見掛けた場合は、地域包括支援セ
ンターへご連絡ください。

④ほっとメイトの皆さんからの目撃情報も、随時送信していきます。
⑤行方不明高齢者役が発見･保護された時点で、訓練終了となります。

①携帯電話等から、空メールを「nagomi@amh.jp」へ送信してください（右のＱＲコード
からメールアドレスを読み込めます）。なお、迷惑メール対策を行なっている場合は、
設定の解除やドメイン指定受信等の対策が必要です。

②空メール送信後に届く、アカウント情報メールの中に記載されているＵＲＬにアクセ
スして、必要事項（氏名･メールアドレス･電話番号）を入力の上、登録ボタンを押してください。

③登録後、登録情報の確認メールが届きますので、ログインして登録内容を確認してください。この確
認メールは登録内容の変更･削除の際に必要となりますので、保存しておいてください。

※登録方法について不明な点がありましたら、お気軽に地域包括支援センターへお問い合わせください。
また、すでに「ほっとメイト」に登録している方でメールが届かない場合等も、地域包括支援センター
へご連絡ください。

　今回の訓練でも利用される「あんしん･おかえりネットワーク」は、村民の皆さんにあらかじめ携帯メールア
ドレスを登録していただき、高齢者が行方不明となった場合等に情報を共有するためのネットワークです。緊
急時に村内の関係機関と同時に登録者へも情報を配信して、皆さんのご協力をいただきながら行方不明者の早
期発見･保護を目指します。

「ほっとメイト」への登録方法

訓練の流れ

10月23日（金）

照沼小学校区で

【問い合わせ】地域包括支援センター（☎287-2516）

●どんな訓練なの？

●「あんしん･おかえりネットワーク」って何？

●「あんしん･おかえりネットワーク」協力者（ほっとメイト）を募集しています！
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平成27年４月以降に
参加した事業もポイ
ントの対象じゃよ。

　村が指定するヘルスマイレージポイント対象事業に参加して、マイレージポイントを７ポイント以上集めて
応募すると、記念品がもらえます。さらに抽選で25人の方に、健康体験ツアー（１泊２日）の優待特典もあります。

　若い世代からの健康づくり活動のきっかけとして、またその継続･定着を目指して、村全体の健康づくりの
機運を高めるとともに、皆さん一人ひとりが、健康で幸せな生活ができることを目的としています。

保健センターまたは福祉保険課（役場行政棟１階）で

ヘルスマイレージポイントカードを入手する。

また、本誌に掲載のポイントカード（次ページ）もご利用いただけるほか、村公式ホー
ムページからもダウンロードできます。

「とうかいヘルスマイレージポイント対象事業2015」（17ページ参照）に

掲載されている事業に参加して、マイレージポイントを集める。

▼対象事業に参加する際は、ポイントカードを提示してください。スタンプまたはシー
ルを差し上げます。
▼対象事業参加後にポイントをもらうときは、対象事業に参加したことの分かるもの
をお持ちください。

７ポイント以上集まったら、

ポイントカードを応募する。

応募方法▼平成28年１月18日（月）～３月11日
（金）に、ポイントカードに必要事項を記入の上、
保健センターまたは福祉保険課備え付けの「ヘ
ルスマイレージポスト」に投函するか、保健センターへ郵
送してください。※応募は年度内１回限りとなります。

　保健センター（〒319-1112 村松2005 健康増進課健康づくり担当 ☎282-2797）

「とうかいヘルスマイレージ」は、健康づくりに進んで取り組んだ方への特典です！

村内在住で20歳以上（平成28年３月末現在）の方が対象です！

どうやって参加すればよいの？

ステップ１

ステップ２

ステップ３

「とうかいヘルスマイレージ」が
スタートします！

検診や健康づくり事業に参加して、ポイントを集めよう！

10月から

問い合わせ

14 ●広報とうかい  2015年10月10日号



ヘルスマイレージへの参加方法

　ヘルスマイレージポイントカードを入手する。
【交付場所】保健センター、福祉保険課（役場行政棟１階２番窓口）

　ポイント対象事業に参加して、７ポイント以上集める。
▼「とうかいヘルスマイレージ対象事業2015」（17ページ参照）をご覧いただき、必

須事業から２項目以上、対象事業から１項目以上選び、合計で７ポイント以上を
集めてください。

▼「わたしの健康宣言」はポイントアップのチャンスです！ 自分でできる健康づく
り活動の目標を決定し、３か月以上取り組みましょう。

▼対象事業に参加する際は、このポイントカードをお持ちください。
▼平成27年４月から平成27年９月までに参加した事業や健診（検診）も、ポイント

の対象となります。各事業のポイント申請方法をご確認ください。
▼健診（検診）は、種類と受診日の分かるものをお持ちください。

　マイレージポイントが７ポイント以上になったら、ポイントカードを応募する。
▼応募は年度内１回限りとなります。
▼応募する方の氏名･住所･生年月日･電話番号、応募日、参加者アンケートなど、

必要事項を記入してください。
【提出場所】保健センター、福祉保険課（役場行政棟１階２番窓口）
【受付期間】平成28年１月18日（月）～３月11日（金）（土･日、祝日を除く）
【受付時間】午前８時30分～午後５時15分

　ヘルスマイレージのゴール記念品をもらって、さらに健康になる！
【特典１】応募内容を審査の上、健康づくり記念品を贈呈します。
【特典２】抽選で25人の方を、健康体験ツアー（１泊２日）にご優待します。

１ ヘルスマイレージチャレンジ、スタート！

２ マイレージポイントを集める

４ 記念品をもらう

３ ヘルスマイレージチャレンジ、ゴール！

とうかいヘルスマイレージ

ポイントカード

【問い合わせ】

　東海村福祉部健康増進課健康づくり担当（保健センター内）
　☎282-2797
　E-mail：hoken-c@vill.tokai.ibaraki.jp

≪実施期間≫ 10月１日（木）～平成28年３月11日（金）
≪応募期間≫ 平成28年１月18日（月）～３月11日（金）
≪対　　象≫ 村内在住で20歳以上（平成28年３月末現在）の方

とうかいヘルスマイレージ2015

ヘルスマイレージポイント対象事業に参加して、マイレー
ジポイントを７ポイント以上集めて応募すると、記念品
がもらえるよ！
家族や友だちを誘って、みんなで健康になっちゃおう！！

もっと
健康で

もっと
幸せ♥

村内在住
で20歳以
上の方へ

Let's do
　 it together!

ポイント
ゲットじゃ！



とうかいヘルスマイレージポイントカード

名
フ リ ガ ナ

前
性 別

男  ･  女

住 所 東海村

電話番号

生年月日 　　　　年　　月　　日（満　　歳･平成28年３月末現在）

応 募 日 平成　　年　　月　　日 受 付 印

①今回の応募に当たり、新しく健康づくり活動に取り組みましたか？
　　・した（活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　・しない
②今回、応募するために新たに受けた健診（検診）はありますか？
　　・ある（健診･検診名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
　　・ない
③この事業を家族や仲間に伝えたり、一緒に取り組んだりしましたか？
　　・した（どなたと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　・しない
④この事業がご自身の健康づくりのきっかけや習慣化に役立ちましたか？
　　・役に立った　　・どちらともいえない　　・役に立たなかった
⑤マイレージの景品はどのようなものが良いと思いますか（複数回答可）？
　　・健康づくり関連グッズ　　・商品券　　
　　・地域協力店のサービス券等
　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥特典２の健康体験優待ツアー（１泊２日）の抽選に応募しますか？
　　・はい　　・いいえ

■参加者アンケートにご協力ください（○または記述で回答）。

■「わたしの健康宣言」
　３か月以上継続して取り組む健康目標を１つ記入してください。
　また、提出時に取り組み結果についての自己評価を記入してください。
　（例）健康目標「野菜を毎日食べる」→自己評価「ほぼできた」

【健康目標】（取り組み期間　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

【自己評価】

■ヘルスマイレージ ポイント記入欄（太枠内に記入）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

事業名

参加日（ 　／ 　）
ポイント数（　　）

①必須事業合計ポイント（　　　　）Ｐ　　　　  合計ポイント（①＋②）

②対象事業合計ポイント（　　　　）Ｐ　　　　　  （　　　　）ポイント

※今回の応募に当たり、記入された個人情報･応募内容は、ヘルスマイレージ事業の
実施についてのみ使用します。なお、未記入箇所があると、記念品をお届けでき
ない場合がありますので、正確に記入してください。



【とうかいヘルスマイレージポイント対象事業2015】

種別 事業名 ポイント数（Ｐ） ポイント申請方法

必
須
事
業（
２
項
目
以
上
の
参
加
が
必
要
）

【わたしの健康宣言！】

　３か月以上続けて取り組む健康づくりの目標を設定
し、実施する。

２Ｐ ポイントカードに記入

【各種健診の受診】

　特定健診、ヤング健診、職場健診、学校健診、人間ドッ
ク、脳ドック

２Ｐ

健診（検診）の種類と受診
日が分かるもの（検診結
果票や領収書等）を提示

【がん検診のいずれか１つ】

　結核･肺がん、胃がん、大腸がん、前立腺がん、乳がん、
子宮がん、胸部ＣＴ、腹部超音波

２Ｐ

【高齢者健診】

対象▽75歳以上の方（一部65歳以上の方を含む）
いずれか１つの
参加で２Ｐ【成人歯科検診】

対象▽年度内に30･40･50･60･70歳に到達する方、妊婦

【歯科受診または歯科検診のいずれか１つ】

対
象
事
業（
１
項
目
以
上
の
参
加
が
必
要
）

【みんなですこやかウォーキング（１回以上）】

　ヘルスロードを利用したウオーキングイベント
１Ｐ 参加証の提示（参加時に

シールを配布）

【健康に関する講座･教室】

対象▽各事業の対象者を参照
１Ｐ 講座名と受講日が分かる

ものを提示

【エンジョイヘルスアップ（ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ委

託事業）】

対象▽30～ 64歳の方
１Ｐ ポイントカードに参加日

を記入

【元気アップ健康相談】

対象▽村内在住の方
１Ｐ ポイントカードに相談日

を記入

【ダイエットプログラム】

対象▽30～ 64歳で肥満改善を要する方
受講終了で２Ｐ ポイントカードに終了日

を記入

【特定保健指導受講者】

対象▽特定健診受診者のうち特定保健指導の対象者
１回で１Ｐ
２回以上で２Ｐ

ポイントカードに終了日
を記入

【食生活改善推進員養成講習（平成27年度）の受講】

対象▽村内在住の方
受講終了で２Ｐ 参加時にシールを配布

【食生活改善活動･食育活動】

対象▽東海村食生活改善推進員連絡協議会会員
１Ｐ ポイントカードに活動内

容･活動日を記入

【インフルエンザワクチンの接種】

対象▽20歳以上65歳未満で、接種費用助成の対象とな
らない方

１Ｐ 接種記録または領収書の
提示

【献血】

対象▽16 ～ 65歳の方（60歳から64歳までに献血の経
験があれば69歳まで延長可能）

１Ｐ 献血カードの提示

※同じ事業に参加しても、ポイントの加算は年度１回のみとなります。
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  講師紹介 ：鈴木光司さん

【募集講座一覧】

講座名等 日 程 等

①小筆で書く実用書 のし袋･年賀状

　　今度のお正月には、小筆で書いた年賀状を出してみま
せんか？ 短時間で上達するコツを学びましょう。

日時▼11月19日･26日、12月３日（全て木曜日、
全３回） 10:00 ～ 11:30

定員▼20人
講師▼佐久間嶂月さん（書道インストラクター）
費用▼1,000円／人（材料･資料代）

②パソコン講座 「デジカメ写真保管術」

　　撮ったままになっているデジカメ写真の保管術を学び
ます。受講の際は、自身のデジタルカメラのメモリーカー
ドを使用します。

日時▼11月26日（木） ９:30 ～ 12:00
定員▼６人
講師▼友部晴美さん（パソコンインストラクター）
費用▼600円／人（資料代）

③パソコン講座 「年賀状づくり」

　　ワードを使って、オリジナル年賀状（文面）を作成しま
す。作成したデータは、ＣＤ－Ｒで持ち帰れます。

日時▼▽Ａ…11月26日(木) 13:00 ～ 15:30 
　▽Ｂ…11月27日（金） ９:30 ～ 12:00
定員▼各６人
講師▼友部晴美さん（パソコンインストラクター）
費用▼500円／人（資料代）

④パソコン講座「写真入り新聞を作ろう」

　　ワードを使って、オリジナル新聞を作成します。文字
や写真･イラストを、見やすくレイアウトしましょう。

日時▼11月27日（金） 13:00 ～ 15:30
定員▼６人
講師▼友部晴美さん（パソコンインストラクター）
費用▼500円／人（資料代）

■日 程 等	 下表参照
■対　　象　村内在住･在勤･在学の方
■受 講 料	 無料 ※別途資料代等が掛かります（当
日徴収）。
■そ の 他	 ▽応募者多数の場合は抽選となりま
す。受講の可否については11月４日（水）ごろ、

まなびのとびら

▼第７期中央公民館講座受講生募集

応募者全員に郵送で通知します。
■申し込み･問い合わせ　所定の申込書（中央公民館
･役場･各コミュニティセンターに備え付けてあ
るほか、中央公民館ホームページからもダウン
ロード可）に必要事項を記入して提出するか、は
がきに▽希望する講座の番号（複数可）▽住所▽氏
名（ふりがな）▽性別▽年齢▽電話番号――を記入
の上、10月23日（金）（必着）までに、中央公民館
（〒319‐1115 船場768 ☎282-3329）へ申し込
みください。

記念講演会
■期　日　11月７日（土）
■時　間　午後１時20分～３時10分（午後０時50分開場）
■場　所　東海文化センター
■講　師　鈴木光司さん（作家）
■演　題　「なぜ勉強するのか ～読書のススメ～」
■受講料　無料
■その他　▽保育サービス（無料）を希望する方は、10

月22日（木）までに村立図書館へ申し込みください。
▽鈴木光司さんのサイン色紙を、講演当日に抽選で
５人の方にプレゼントします。ご希望の方は11月６
日（金）までに、図書館カウンターで申し込みください。

■問い合わせ　村立図書館（☎282-3435） ※事前申し
込みは不要です。

【主な著作物】
　『楽 園』 『リ ン グ』 『ら せ ん』 

『仄暗い水の底から』 『ループ』 
『バースデイ』 『ママとパパに聞
かせたい27の話』 『パパだから
できる』 『父性の誕生』など

村立図書館開館30周年･村発足60周年

【プロフィール】
　ホラー小説家として知られる傍ら、ベスト
ファーザー賞を受賞するなど“イクメン”として
も高く評価されています。著作は20か国語に翻
訳されており、欧米を中心とした講演活動やイ
ンタビューも、数多くこなしています。
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まちの話題を
お届けします！ず～むあっぷ　「まちの風景」ず～むあっぷ　「まちの風景」

●小中学生平和大使が体験報告会、戦争の悲惨さなどを伝えました
８月27日、村立図書館において、村内の小中学校から平和大使として
広島市を訪問した児童･生徒による体験報告会「平和について考えよう 
Peace Messenger Forum in TOKAI」が行われました。広島平和記念式
典への参加や原爆体験者の話などを通して、「戦争は他の遠い国の出来
事だと思っていたけれど、身近に感じた」「原爆で亡くなった方も辛かった
が、残された人はもっと辛かっただろう」と、広島で見たこと･聞いたこと
･感じたことなどを来場者に切に伝えていた平和大使たち。川﨑教育長は、

「戦後70年が経過し、多くの人が戦争を体験していない世代になっていま
す。こういった機会を通して、戦争の悲惨さを伝え続けていくことが大切
です」と話し、“歴史から学び、語り継ぐこと”の大切さを訴えていました。 

各グループに別れ、現地で感じたことなどを来
場者に伝える平和大使

●フローレスタ須和間区でバス利用をＰＲ！
９月20日、フローレスタ須和間集会所で行われた地
域イベント（バザー）に、茨城交通株式会社の「らくが
きバス」が登場し、10月から同地区内の運行が増便す
る路線バスの利用をＰＲしました。「らくがきバス」は、
バスの片面が白く塗られており、描かれた絵などを
そのままバスのラッピングデザインとして実際に道
路を走行するというもの。会場に集まった子どもたち
は、バスに思い思いの絵を描いたり、また、バスの
車内を探検したり、運転席に座ったりしながら、地
域の身近な交通手段となるバスに親しんでいました。 

平和への思いを込めた灯籠流しにも参加しました 原爆ドーム前にて

●明日の農業を考える！ 農業交流フォーラム
私たちの食と文化を支える農業について考える「2015東海村農
業交流フォーラム」が、8月29日、東海ファーマーズマーケット

「にじのなか」で開催されました。現在、村では「東海村農業振
興計画」を策定しており、農業者の高齢化や後継者不足、耕作
地の減少など、農業を取り巻くさまざまな課題への取り組み
を進めています。今回のフォーラムでは、農業がもたらす健
康･福祉面の効果や、農業を通した仲間づくり･まちづくりなど、
農業の新たな側面について紹介されたほか、「都市型農業を楽
しむには」と題した対談では、東海村の地域性に合った、小規
模･多品目で、おいしい作物を作ることなどが提案されました。
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【
主
な
出
来
事（
昭
和
60
～
平
成
元
年
）】

昭和60年
（1985年）

２
月

▼
常
磐
自
動
車
道
開
通（
日
立
南
Ｉ
Ｃ
ま
で
）

▽
原
子
力
セ
ン
タ
ー
改
装
オ
ー
プ
ン

３
月

▼「
東
海
村
発
足
30
周
年
記
念
誌
」発
行

▼
東
海
村
発
足
30
周
年
記
念
式
典
開
催

▼
村
の
花「
ス
カ
シ
ユ
リ
」制
定

○
東
海
村
民
憲
章
を
制
定

○「
ふ
れ
あ
い
の
像
」と「
ふ
れ
あ
い
広
場
」完
成

▼
住
民
課
と
税
務
課
窓
口
で
電
算
機
の
端
末
機
の
本

格
的
な
導
入
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化

４
月

○「
東
海
村
史
」の
編
さ
ん
始
ま
る

○
科
学
万
博
つ
く
ば
’85
で「
東
海
村
の
日
」開
催

８
月

○
村
立
図
書
館
開
館

▼
常
陸
海
浜
広
域
斎
場
オ
ー
プ
ン

12
月

▼
平
原
工
業
団
地
の
造
成
完
成

昭和61年
（1986年）

３
月

○
第
１
回
東
海
音
頭
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

４
月

○
大
相
撲
東
海
場
所

５
月

○
阿
漕
ケ
浦
公
園
で
野
球
照
明
灯
完
成
開
所
式

６
月

▽「
原
子
力
平
和
利
用･

核
兵
器
廃
絶
宣
言
の
村
」

制
定

７
月

▼
有
線
電
話
廃
止

８
月

▼
１
９
４
ミ
リ
の
豪
雨
に
よ
り
、
家
屋
浸
水
、
水
田

や
畑
地
の
冠
水
、
橋
の
流
失
等
、
大
き
な
被
害

９
月

▼
皇
太
子
殿
下（
現･

天
皇
陛
下
）ご
来
村

10
月

▽
東
海
村
原
子
力
30
年
祭
開
催

▼
第
１
回
東
海
村
商
工
祭
開
催

イモゾーファミリーと振り返る 東海村60年のあゆみ

東海村発足60周年記念スペシャル！

あ
の
こ
ろ
の
…

「
広
報
と
う
か
い
」

こ
ん
な
記
事（
一
部
抜
粋
）

■
ア
イ
ダ
ホ
料
理
は
い
か
が
？（
第
４
０
２

号
／
昭
和
60
年
７
月
20
日
発
行
）

　

７
月
13
日
、
…
ア
メ
リ
カ
料
理
の
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。
先
生
役
は
、
ア
イ
ダ

ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
か
ら
東
海
村
に
来
て
い
る

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
さ
ん
。
ご
主
人
…
に
同
行
し

て
来
村
さ
れ
た
方
で
、
と
て
も
料
理
の
好

き
な
主
婦
。
…
こ
の
日
の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
は

“
バ
ナ
ナ
と
ナ
ッ
ツ
の
パ
ン
”と“
か
ぼ
ち
ゃ

パ
ン
”の
２
種
。
…
参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
、

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
…
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
方
の
中
か
ら
は
、
料
理
は

も
ち
ろ
ん
、
英
語
の
勉
強
に
も
な
る
わ
ネ

…
の
声
も
。
…
お
母
さ
ん
方
と
フ
ェ
ル
ド
マ

ン
さ
ん
と
で
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
子
育
て

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
東
海
初
の
外
国
人
英
語
助
手（
第
４
７
８

号
／
昭
和
63
年
９
月
20
日
発
行
）

　

も
う
す
ぐ
21
世
紀
―
―
現
在
の
中
学
生

が
、
国
際
人
と
し
て
活
躍
す
る
の
も
そ
う

遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
国
際
化

時
代
に
対
応
で
き
る
英
語
教
育
を
と
、
教

育
委
員
会
で
は
、
９
月
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
出
身
の
ト
レ
イ
ズ･

マ
キ
ュ
ウ
さ
ん

を
英
語
指
導
助
手
と
し
て
招
き
ま
し
た
。

…
東
海
中
と
東
海
南
中
に
１
週
間
交
替
で

出
勤
し
、
１･

２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
を
週

１
時
間
づ
つ
指
導
に
当
た
り
、
そ
の
ほ
か

課
外
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
に
も
積
極
的

▼
東海まつりにアイダホ
フォールズ市から参加（昭
和61年）

▼

村発足30周年
記念式典（昭和
60年）

▼

村立図書館開
館（昭和60年）

▼

科学万博つ
く ば’85「東
海村の日」（昭
和60年）

▼ 第１回東海音頭コンクー
ル（昭和61年）

▼

大相撲東海
場 所（昭 和
61年）
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昭和61年
（1986年）

11
月

▼
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て「
設

立
30
周
年
記
念
福
祉
大
会
」開
催

12
月

○「
東
海
村
の
遺
跡
」発
行

▼
東
海
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
が
認
可
さ
れ
る

昭和62年
（1987年）

１
月

○
東
海
村
民
会
館
を
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
と
改
称

３
月

○「
東
海
村
の
民
俗
」発
行

７
月

○
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念
式
典
開
催

10
月

▽
原
電
創
立
30
周
年
記
念
事
業
で
文
化
セ
ン
タ
ー
に

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
設
置

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
東
海
村
総
合
体
育
館
で
公
開

録
画

昭和63年
（1988年）

３
月

○
桃
山
保
育
所
閉
所

４
月

○
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
東
海
村
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

▼
役
場
に
下
水
道
課
新
設

６
月

○
第
１
回
東
海
村
芸
術
祭
開
催

10
月

○
第
１
回
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
展
開
催

▼
東
海
橋
上
駅
建
設
促
進
期
成
同
盟
発
足

平成元年
（1989年）

４
月

○
第
１
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
開
催

▼
公
共
下
水
道
供
用
開
始

▼
村
内
病
院
の
休
日
診
療
開
始

７
月

▼
常
陸
那
珂
港
起
工

▽
県
内
で
初
め
て
の
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
原
子

力
防
災
研
修
会
開
催

８
月

▼
台
風
13
号
が
直
撃
、
暴
風
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害

○「
広
報
と
う
か
い
」、
創
刊
か
ら
５
０
０
号

11
月

○
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

▼
…
暮
ら
し 

○
…
教
育･

文
化 

▽
…
原
子
力

▼

村松 小学 校
プール開き（昭
和62年）

▼

ＮＨＫのど自
慢が総合体育
館で開かれる
（昭和62年）

シリーズ全12回（Vol.７）

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
学
校
給
食
は
楽
し
い
な（
第
４
８
７
号
／

平
成
元
年
２
月
５
日
発
行
）

　

東
海
村
の
各
小
中
学
校
で
、
…
米
飯

給
食
が
開
始
さ
れ
た
の
は
昭
和
51
年
４

月
か
ら
の
こ
と
で
す
。
東
海
村
で
の
米
飯

給
食
は
、
週
５
回
の
う
ち
で
…
２･

５
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
食
費
は
、
小
学
校

３
３
０
０
円（
一
食
当
た
り
約
１
９
０
円
）、

中
学
校
３
７
０
０
円（
一
食
当
た
り
約

２
１
０
円
）で
…
す
。
東
海
村
の
学
校
給
食

の
最
大
の
魅
力
は
、
各
学
校
単
独
で
給
食

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、

適
温
給
食
と
言
っ
て
温
か
い
も
の
は
温
か

い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち

に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、

調
理
員
さ
ん
と
子
供
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
が

持
て
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

■
舟
石
川
幼
稚
園
で
足
型
と
り（
第
４
９
５

号
／
平
成
元
年
６
月
５
日
発
行
）

　

５
月
27
日
、
舟
石
川
幼
稚
園
…
で
今
年

初
め
て
の
足
型
と
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
…

特
製
の
ス
タ
ン
プ
台
で
足
の
裏
に
イ
ン
ク
を

着
け
て
、
両
脇
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
…
足
型
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
…
同

幼
稚
園
で
は
、
62
年
度
か
ら
竹
ふ
み
、
竹

ポ
ッ
ク
リ
な
ど
を
使
っ
た
本
格
的
な「
は
だ

し
の
保
育
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、
つ
ち
ふ

ま
ず
の
発
達
状
況
な
ど
を
見
る
た
め
に
毎

年
…
年
３
回
…
足
型
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
と
し
て
は
、
扁
平
足
が
激
減
。
園

児
た
ち
の
遊
び
も
活
発
に
な
り
、
健
康
的

で
カ
ゼ
も
ひ
き
に
く
く
な
っ
た
よ
う
だ
と
…

話
し
て
い
ま
す
。

▼ 台 風13号 の
直撃による被
害（平成元年）

▼常陸那珂港起
工祝賀会（平
成元年）

▼

公共下水
道供用開
始（平成元
年）

▼ 桃山保育
所、最後の
終了式（昭
和63年）
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【「インフルエンザ」とは？】
　「インフルエンザ」は、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。インフルエンザに
かかった人が咳やくしゃみをすることにより、ウイルスが空気中に広がり、それを吸い込むことによって感染
します。
　体温38℃以上の発熱と悪寒、頭痛、だるさ、咳、関節の痛みといった症状が代表的で、普通の風邪に比べ
て全身症状が強いのが特徴です。一般的には免疫の機能が正常であればウイルスは自然と体からいなくなり、
１週間程度で治るといわれています。
　しかし、まれに重症化することがあり、特に免疫機能の落ちている方や妊娠中の方、高齢者、乳幼児は注意
が必要です。重症化すると肺炎になって呼吸困難になってしまう場合や、ウイルスが脳に達して脳炎･脳症を
引き起こすこともあり、亡くなる方もいます。

【日常での予防方法は？】
　ウイルス感染を予防するためには、栄養･睡
眠をしっかりとって体調を整えておくことや、
外出後の手洗いやうがい、人混みを避けること、
部屋の中を適度な湿度に保つことなどが効果的
です。

【予防接種（ワクチン）の効果は？】
　そのほかの発症予防には予防接種（ワクチン）があり、毎年接種しているという方も多いのではないでしょう
か。インフルエンザワクチンは、毎年変化しながら流行するインフルエンザに対応するため、世界各地や日本
国内から収集したインフルエンザの情報を基に、次のシーズンに流行する種類を予想して作られています。
　ワクチンには、感染して発熱･咳･関節痛といった症状が出現する「発症」と重症化等を予防する効果が、ある
程度認められています。ただし、ワクチンにはウイルスが体の中に入って増殖する「感染」を阻止する効果は期
待できません。予防接種をしたのにインフルエンザにかかったというのは、このような理由です。
　インフルエンザワクチンを接種してから抗体ができて予防効果が発現するまでには、約２週間かかるといわ
れています。年によって流行のシーズンは異なりますが、例年12月ごろからですので、予防接種を希望する
方は年内に接種を受けることをお勧めします。また37.5℃以上の発熱やワクチンのアレルギーのある方は接
種を受けられませんのでご注意ください。

【インフルエンザにかかったときの対処法は？】
　ウイルスにかかって発症した場合は、安静にして小まめに水分を摂取し、症状がひどい場合は早めに医療機
関を受診して医師の診察を受けてください。また大切な家族や友人にうつらないよう、マスクなどをして咳や
くしゃみが周りの人に飛ばないようにしましょう。

村立東海病院ですこんにちは！

インフルエンザと予防接種について

【問い合わせ】村立東海病院（☎282-2188）、福祉保険課地域医療担当（☎287-0899）

だんだんと秋が深まり寒くなってくる季節になりましたが、皆さんいかがお過ごし
でしょうか？ この時期は、寒暖の差があり体調を崩しやすくなります。そして、こ
れから徐々に増えてくる病気が「インフルエンザ」です。
そこで今回は「インフルエンザ」と予防接種についてご紹介します。

生活の中での予防法

　① 栄養･睡眠をしっかりとりましょう。
　② なるべく人混みを避けましょう。
　③ 外出後は手洗い･うがいをしましょう。
　④ 部屋では換気･加湿をしましょう。
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　「ＤＶ」というと、配偶者（元
配偶者）や同居者間での暴力と
思う方も多いかもしれません
が、10代や20代の交際中のカッ
プルの間でもＤＶが起きています。これを「デート
ＤＶ」と呼び、被害者の多くは女性です。
　〝結婚している訳でもないのに…〟〝嫌なら別れれ
ばいいのに…〟と思うかもしれませんが、暴力は身
体的･心理的･社会的･経済的･性的暴力と、結婚し
ている･していないに関わらず、同じように暴力で
相手を支配します。そして、被害者側が逃げよう
とすると、相手が離れるのを食い止めようとして
追いかけ、ストーカー化していきます。冷却期間
をおけば収まる、といったものではありません。
　外国と比較して、日本ではいまだ加害者への更正
プログラムに取り組む機関も少なく、罪に問われ収
監されても短期間で社会復帰し、被害者への付きま
といを再開します。被害者が運よく加害者との関係
を断ち切れたとします。しかしそれは、新たな被害
者の発生に繋がります。
　つまり、加害者からすれば相手が変わるだけで、
暴力が止むわけではないのです。前回も挙げました
が、暴力を振るう男性の多くは、「怒りの原因は女性
にある」「女性が自分を怒らせるからだ」と考えていま
す。加害者自身が気付きあらため、考えを変えない
限り、暴力が止むことはありません。何かとすぐ怒
鳴る･殴る･金銭を要求する･自分以外の友人との交友
関係をチェックしたり制限したりすることは愛情で
はありません。
　彼の最近の行動に身体的･精神的な苦痛を感じた
ら、一人で悩まず女性生活相談をご利用ください。
■問い合わせ　村民相談室（☎287-0863）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

「海岸にも外来植物が…」

植物部門　安嶋 隆

　外来植物の増加は、日本の生物に悪影響を与え
るということもあり、全国的に問題になっていま
す。東海村でも河川、空き地、道路沿いでは、セ
イタカアワダチソウ、オオキンケイギク、アレチ
ウリなどの外来植物が目立っています。これらの
植物を駆除する具体的な対策はなく、多くの関係
者が頭を痛めています。
　ところで、豊岡海岸や新川河口では、オニハマ
ダイコンという北アメリカ原産の外来植物が、砂
地を覆い尽くすような勢いで増えています。本州
や北海道の海岸で確認されており、県内各地から
の報告も相次いでいます。写真は新川河口の様子
ですが、このままで
はコウボウムギ、ハマ
ヒルガオなどの海浜
植物が見られなくな
る可能性もあります。
林や水田だけでなく、
海岸の変化にも目を
向けてみましょう。

■問い合わせ	 生涯学習課文化･スポーツ振興担
当（☎282-1711 内線1423）

東海村自然調査員 presents

　自然調査最前線！！

国
民
年
金

だ

よ

り

「
国
民
年
金
保
険
料
」は

所
得
控
除
の
対
象
で
す

オニハマダイコン

■
支
払
っ
た
全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
、
村･

県
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
は
、
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
健
康
保
険
等
）を
納
付（
給
与
天
引
き
も
含
む
）し
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
で
、
申
告
で
き
る
の
は
１

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
社
会
保
険
料
の
金

額
で
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、

納
付
を
証
明
す
る
書
類（
控
除
証
明
書
や
領
収
書
等
）を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」は
11
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
以
降
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
方
に
は
、
平
成
28
年
２
月
に
、
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
証
明
書
は
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
扶
養
家
族
分
の
納
付
額
も
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付

額
が
、
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。年
末
調
整
等
の
際
に
家
族
分
の
証
明
書
も
添
付
し
て
、

本
人
の
社
会
保
険
料
額
と
合
算
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局

２
３
８
１
）

　現在、村の自然調査団が、村内全域で調査を行っ
ています。村内での動物･植物･化石･岩石の発見
や質問等、お気軽に事務局へお寄せください。

デートＤＶ
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【
俳　

句
】

橋
脚
に
抱
き
つ
く
芥
秋
出
水

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

蕎
麦
咲
い
て
村
に
青
空
戻
り
け
り

豊　

白　

小
林　

久
男

復
旧
の
土
手
を
ほ
め
ら
れ
曼
珠
沙
華

村　

松　

大
内
た
け
み
つ

そ
ち
こ
ち
に
秋
を
運
ぶ
よ
そ
よ
風
が

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

颱
風
の
行
っ
た
り
来
た
り
部
屋
の
中

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

田
植
機
の
土
俵
の
ご
と
く
田
を
走
る

村　

松　

松
本　

正
勝

故
郷
へ
孫
と
手
土
産
墓
ま
い
り

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

朝
顔
の
垣
根
に
小
犬
よ
く
似
合
う

東　

海　

篠
田　

志
津

　
　
【
短　

歌
】

帰
省
せ
し
孫
の
帰
り
は
い
つ
い
つ
も
次

回
会
う
ま
で
心
寂
し
む

外　

宿　

小
林
美
代
子

雄
大
な
富
士
の
す
そ
野
の
山
中
湖
気
分

爽
快
遊
覧
望

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

甘
藷
の
葉
に
小
さ
な
校
庭
占
め
ら
れ
き
空

に
は
爆
音
八
才
の
夏内　

宿　

村
上　

文
江

家
前
の
百
日
紅
の
花
咲
け
り

稲
色
づ
き
て

秋
茜
と
ぶ船　

場　

舛
井
庫
之
助

と
き
め
き
も
忘
れ
し
後
期
高
齢
者
な
れ
ど

妻
と
の
暮
し
尊
し

緑
ケ
丘　

佐
藤　
　

正

燃
え
る
よ
な
恋
を
し
た
後
燃
え
つ
き
て

終
る
が
夢
と
親
友
の
言
う

須
和
間　

柴
山　

靖
子

ＳＴＡＴＩＯＮ
　　ＧＡＬＬＥＲＹ

▼時　　　間	 午前10時～午後６時（②は午後７時まで）※最終日
は午後３時（①⑤は午後２時）までとなります。

▼場　　　所	 ＪＲ東海駅（ギャラリーＡ･駅舎２階）
▼問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

　原研美術部員とその家族、ＯＢに
よる展覧会です。
　地域の文化交流と“語らいの場”を
共有しつつ、絵画や彫刻、刺し子や
切り絵など多彩なジャンルによる美
術展を毎年開催しています。
▼期　　間　10月18日(日) ～ 24日(土)

②原研美術部と仲間展

　1981（昭和56）年7月に米国アイダ
ホフォールズ市と姉妹都市盟約を締
結してから35年目を迎えました。
　これまでの交流を振り返りつつ、
アイダホフォールズ市からの贈り物
の一部を紹介します。
▼期　　間	 10月11日(日) ～ 17日(土)

①アイダホフォールズ市との交流の歴史と贈り物

　創造美術展出品者とそのＯＢによ
るグループ展です。
　東京都美術館で開催された創造美
術展の出品作を中心に、油彩約25点
を展示します。
▼期　　間	 10月25日(日) ～ 31日(土)

③第18回創造茨城支部展

　当支部は、作品の個性を大事にし
ながら、自由な表現を発表できる場
として活動しています。今回は、油
彩画･水彩画･日本画のほか、彫刻や
粘土工芸を展示します。
▼期　　間	 11月１日(日) ～ 7日(土)

④三軌会（絵画･工芸）茨城支部展

　村内の絵画教室に通うプラチナ世代（関昭
二･75歳、関口梯吾･84歳、神田英雄･64歳）
が個性豊かな油彩･パステル画･水彩画を展示
します。
▼期　　間	 11月８日(日) ～ 14日(土)

⑤「プラチナ」三人展
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●10月の休日診療●

受付時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

11日（日）村立東海病院 282-2188
12日（月）茨城東病院 282-1151
18日（日）村立東海病院 282-2188
25日（日）東原クリニック 283-2301
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時30
分～午前０時30分▼日曜日･祝日･年末年始（12
月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

平成 27年９月１日現在（前月比）
世帯数 14,983 世帯 （＋６）
総人口 37,855 人　 （＋２）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【福祉保険課】国保や国民年金等に関す
る各種手続き、母子健康手帳の交付等

【子育て支援課】保育所の手続き、児童
手当･児童扶養手当の申請等

【介護福祉課】介護保険･高齢支援の申請
【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●防災行政無線放送を電話で聞くには●

無料テレホンサービス（☎0120-42-4848）

暮
ら
し

納期限 11月２日（月）
村･県民税（第３期分）
国民健康保険税（第４期分）
後期高齢者医療保険料（第４期分）
介護保険料（第４期分）

●10月の納付●

　

県
で
は
、
都
市
の
将
来
像
を
示
す「
水
戸

･

勝
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
村
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。
公
聴

会
で
、
原
案
に
対
し
て

の
公
述（
発
言
）を
希
望

す
る
方
は
、
公
述
申
出

書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
日
▼
11
月
２
日（
月
）

時
間
▼
午
前
９
時
～

場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎（
水
戸
市
柵
町
１
‐

３
‐
１
）

原
案
の
閲
覧
▼
10
月
15
日（
木
）か
ら
26
日

（
月
）（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）ま
で
、

茨
城
県
都
市
計
画
課
ま
た
は
東
海
村
都
市

整
備
課（
役
場
行
政
棟
２
階
）で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
公
述（
発
言
）希
望
者
多
数
の

場
合
は
、
内
容
を
考
慮
し
、
代
表
者
を
選

考
し
ま
す
。
▽
公
述（
発
言
）希
望
者
が
い

な
い
場
合
は
、
公
聴
会
の
開
催
は
あ
り
ま

せ
ん
。

原
案
の
閲
覧
場
所
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
15
日

（
木
）
～
26
日（
月
）（
土･

日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）に
、
持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）

で
、
茨
城
県
都
市
計
画
課（
〒
３
１
０
‐

８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６ 

茨
城
県
知
事･

橋
本
昌
宛
て
）へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
都
市
計
画
課（
☎
301
局
４
５
９
２
）、

東
海
村
都
市
整
備
課（
内
線
１
２
４
３
）

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

｢

東
海
村
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦｣

　

地
域
の
環
境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
村

内
全
域
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
ま
す
。
美
化
運
動
を
通
し
て
、
環
境
を
い

た
わ
る
心
を
育
み
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の

な
い「
き
れ
い
な
ま
ち
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
回
収
の
際
は
、
燃
え
る
ご
み
と
、
草･

枝
葉
類
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▼
10
月
24
日（
土
） 

午
前
７
時
～
８
時 

※
雨
天
時
は
午
前
６
時
30
分
に
防
災
行
政

無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
、
10
月
25
日

（
日
）に
延
期
し
ま
す
。

場
所
▼
村
内
全
域

環
境
政
策
課
環
境
保
全
担
当（
内
線

１
４
５
１
）

使
用
済
み
の
農
ビ･

農
ポ
リ
を

回
収
し
ま
す

　

村
で
は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
る
使
用
済

み
の
農
ビ（
農
業
用
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
）と
農
ポ
リ（
農
業

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）を
適
正

に
処
理
す
る
た
め
の
回
収

を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
11
月
６
日（
金
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
Ｊ
Ａ
常
陸
東
海
支
店

費
用
▼
▽
登
録
料（
１
０
０
０
円
／
年
） 

▽
処
理
費（
農
ビ
…
５
円
／
㎏
、
農
ポ

リ
…
17･

１
円
／
㎏
）▽
事
務
手
数
料

（
１
０
４
円
／
回
）

・

10
月
20
日（
火
）ま
で（
月
曜
日
と
10

月
13
日（
火
）を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入･

押
印
の
上
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局

７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
回
収
日
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
に
関
す
る

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
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子
育
て

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　

妊
娠･

出
産･

育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
不
安
や
悩
み
を
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

日　時 内　容

①11月９日（月）
　９:30 ～ 13:00
※エプロン･三角巾を

お持ちください。

助産師さんと話
そう、栄養の話
と調理実習

②11月13日（金）
　13:30 ～ 16:00

出産と産後の生
活、チャイルド
シート、母と子
の歯の健康

③11月14日（土）
　９:20 ～ 12:00
※エプロンをお持ち

ください。

沐
も く よ く

浴 練 習、 退
院から役立つ赤
ちゃんの話、パ
パの妊婦体験 

妊
婦
の
た
め
の

「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
」

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
日
▼
10
月
15
日（
木
） 

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時（
正
午

～
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
役
場
行
政
棟
東
側
玄
関
ロ
ビ
ー

持
参
す
る
も
の
▼
▽
自
動
車
運
転
免
許
証
等

の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献
血
を

す
る
方
と
過
去
の
献
血
で
本
人
確
認
が
済

ん
で
い
な
い
方
の
み
） 

▽
献
血
手
帳･

献
血

カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

日
程
等
▼
①
12
月
19
日（
土
）…
那
珂
市
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

（
那
珂
市
菅
谷
３
１
９
８
） 

②
12
月
20

日（
日
）…
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

※
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
診
で
き

ま
す
が
、
小
児
科
医
の
配
置
は
②
の
み

と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
前
７
時
～
10
時
30
分

対
象
▼
平
成
11
年
９
月
30
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界

事
故
発
生
当
時
に
、
避
難
要
請
区
域
内
に

在
住･

在
勤
し
て
い
た
方
な
ど
で
、
受
診

を
希
望
す
る
方

費
用
▼
無
料 

※
専
門
の
医
師
に
よ
る
健
康

相
談
や
、
心
の
ケ
ア
相
談
も
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
茨
城
県
保
健
予

防
課（
☎
301
局
３
２
１
９
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

土
地
取
引
の
後
に
は
届
け
出
を
！

　

10
月
は
、
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
普

及
啓
発
活
動
を
行
う「
土
地
月
間
」で
す
。

　

一
定
面
積（
市
街
化
区
域
２
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
都
市
計
画

区
域
以
外
の
区
域
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
き
、
権
利
取
得
者（
譲
受
人
）

は
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
村
へ

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
村

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観
光･

企
業
立

地
担
当（
内
線
１
３
４
４
）、
茨
城
県
水･

土
地
計
画
課（
☎
301
局
２
６
１
３
）

使
用
し
て
い
る
井
戸
水
は

安
全
で
す
か
？

　

各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
井
戸
水
は
、
井

戸
の
設
置
者
が
自
己
責
任
で
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

一
般
財
団
法
人
茨
城
県
薬
剤
師

会
検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
腸

菌
な
ど
13
項
目
の
水
質
検
査
の

年
１
回
実
施
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
～
11
時

場
所
▼
食
品
衛
生
協
会（
ひ
た
ち
な
か
市
新

光
町
９
５ 

ひ
た
ち
な
か
保
健
所
内
）

費
用
▼
①
水
質
検
査
13
項
目
…
８
１
０
０
円

／
回 

②
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
２
項

目
…
１
万
４
０
４
０
円
／
回 

③
水
質
検

査
15
項
目（
①
＋
②
）…
２
万
１
６
０
０
円

／
回

容
器
の
受
け
取
り
▼
水
質
検
査
に
は
専
用
の

容
器
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
環
境
政
策
課（
役
場
行
政
棟
４
階 

内
線

１
４
５
１
）ま
た
は
ひ
た
ち
な
か
保
健
所

へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
薬
剤
師
会
セ
ン

タ
ー（
☎
306
局
９
０
８
６
）

健
康･

医
療

平
成
27
年
度

「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
関
連
健
康
診
断
」

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康
手

帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が

あ
り
ま
す（
③
を
除
く
）。

・

①
に
参
加
希
望
の
方
と
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方
は
、
10
月
30
日

（
金
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
②

･

③
は
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

腹
話
術
師･

い
っ
こ

く
堂（
写
真
右
）と
音

楽
芸
人･

こ
ま
つ（
写

真
左
）に
よ
る「
腹
話

術
」「
お
笑
い
」「
演
奏
」

で
、
感
動
と
笑
い
、

そ
し
て
驚
き
を
一
度

に
体
験
で
き
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
） 

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
30
分
開

場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
４
０
０
０
円
／
人（
全
席
指
定
） 

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
い
っ
こ
く
堂
ボ
イ
ス
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
＆

音
楽
芸
人
こ
ま
つ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」

26 ●広報とうかい  2015年10月10日号



募 集

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
５
」の

絵
画
作
品
を
募
集
し
ま
す

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

　

真
崎
浦
の
景
観
に
隠
さ
れ
た
人
々
の
歴
史

と
は
―
―
。
縄
文
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
歴

史
を
体
感
し
な
が
ら
、水
と
と
も
に
暮
ら
し
、

水
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
水
を
生

か
し
て
真
崎
浦
と
い
う
景
観
を
創
り
上
げ
て

き
た
人
々
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
25
日（
日
） 

午
前
９
時
30
分
～

場
所
▼
真
崎
浦
干
拓
事
業
舟
着
場
跡（
村
松

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合
）

参
加
費
▼
無
料

林
恵
子
さ
ん（
水
辺
の
ム
ラ
研
究
会
事
務

局 

☎
０
９
０
‐
４
１
７
６
‐
３
９
８
７
） 

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

村
発
足
60
周
年
記
念「
真
崎
浦
―
縄
文

か
ら
平
成
ま
で
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
―
」

　

人
物
モ
デ
ル
の
顔
を
粘
土
で
作
り
、
石
こ

う
と
ろ
う
で
作
っ
た
型
に
ブ
ロ
ン
ズ
を
流
し

込
ん
で
、
レ
リ
ー
フ
の
壁
掛
け（
20
㎝
×
15

㎝
）を
作
り
ま
す
。

期
日
▼
10
月
24
日（
土
）･

25
日（
日
）･

30
日

（
金
）（
全
３
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｂ
）、
大
み
か
鋳
造
所

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

費
用
▼
５
０
０
０
円
／
人（
材
料
費
等
）※
別

途
、
鋳
造･

焼
成
費
が
掛
か
り
ま
す
。

・

10
月
11
日（
日
）の
午
前
９
時
以
降

に
、
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管
理
室

（
☎
287
局
３
６
８
０
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円
／

人
）を
希
望
す
る
方
は
、
平
成
28
年
１
月

16
日（
土
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

10
月
24
日（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
、

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

窓
口
ま
た
は
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
入
場
券
を

販
売
し
ま
す
。
残
券
が
あ
る
場
合
の
み
、

同
日
午
後
１
時
か
ら
電
話
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。
※
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
発

売
日
時
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

東
海
村
の
芸
術･

文
化
の
祭
典「
東
海
村
文

化
祭
２
０
１
５
」を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

文
化
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
10
月
20
日（
火
）以
降

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
５
」

に
村
内
各
公
共
施
設
に
設
置
、10
月
23
日（
金
）

に
新
聞
折
り
込
み
予
定
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
等
▼
▽
10
月
30
日（
金
）…
村
内
小
中
学

校
音
楽
祭（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

▽
10
月

31
日（
土
）
～
11
月
３
日（
火･

祝
）…
展
示

･

芸
能･

催
事
部
門（
総
合
体
育
館･

東
海
文

化
セ
ン
タ
ー･

村
立
図
書
館
ほ
か
） 

※
11

月
２
日（
月
）は
、
総
合
体
育
館（
展
示
部

門
）の
み
開
催
し
ま
す
。

東
海
村
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
東

海
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
８
５
１
１
）

　

村
発
足
60
周
年
を
祝
賀
し
、
文
化
祭
に
お

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
絵
画
作
品（
１
人
１

点
）を
国
際
親
善
姉
妹
都
市･

米
国
ア
イ
ダ
ホ
フ

ォ
ー
ル
ズ
市
民
の
作
品
と
共
に
展
示
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

内
容
▼
▽
小
中
学
生
…
38
㎝
×
54
㎝（
４
つ

切
）ま
た
は
27
㎝
×
38
㎝（
８
つ
切
） 

▽
高

校
生
以
上
…
額
装
を
含
め
Ｆ
10
以
内

参
加
費
▼
小
中
学
生･

高
校
生
…
無
料 

そ
れ

以
外
の
方
…
５
０
０
円
／
人

・

10
月
15
日（
木
）ま
で（
10
月
13
日（
火
）

を
除
く
）に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
東
海
村

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
東
海
文
化

セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
８
５
１
１
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
ブ
ロ
ン
ズ
体
験
レ
リ
ー
フ
講
座
」

　

初
心
者･

経
験
者
を
問
わ
ず
、
参
加
者
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
６
日（
金
）か
ら
12
月
２
日（
水
）

日
ま
で
の
毎
週
水･

金
曜
日（
全
８
回
）

時
間
▼
午
後
７
時
～
９
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
、
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
25
人（
最
少
催
行
人
数
10
人
）

参
加
費
▼
２
５
０
０
円
／
人

・

10
月
14
日（
水
）か
ら
31
日（
土
）ま
で

（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
、
参
加
費
を
添
え

て
、
総
合
体
育
館（
☎
283

局
０
６
７
３
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
」

期
日
▼
11
月
11
日（
水
）※
荒
天
の
場
合
は
、

11
月
12
日（
木
）に
延
期
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
試
合
開
始

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
ペ
ア
の
う
ち
１
人
以
上
が
、
村
内
在

住･

在
勤･

在
学
の
方
ま
た
は
東
海
村
テ
ニ

ス
連
盟
登
録
者

参
加
費
▼
連
盟
登
録
者
…
５
０
０
円
／
人 

連
盟
未
登
録
者
…
７
５
０
円
／
人

そ
の
他
▼
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と
飲
み
物
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
10
月
24
日（
土
）ま
で
に
、
村
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
☎
282
局

８
５
７
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
貫
宏
子
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連
盟
事

務
局 

☎
282
局
１
８
０
３
）

「
東
海
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
」

期
日
▼
10
月
30
日
、
11
月
20
日･

27
日（
全
て

金
曜
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
３･

４
歳
の
子
と
そ
の
親

定
員
▼
各
先
着
８
組

参
加
費
▼
５
０
０
円
／
回

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

は
、申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

10
月
23
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
283
局
２
２
９
９
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
絆
」に
来
て
ね
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
子
ど
も
と
一
緒
に
は
じ
め
て
の
パ
ン
づ
く
り
」
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そ
の
他

　

日
常
生
活
や
村
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

村
長
と
直
接
意
見
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
10
月
24
日（
土
） 

午
後
２
時
～
５
時

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店（
１
階･

フ
ー
ド
コ
ー

ト
付
近
）

そ
の
他
▼
▽
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
当

日
に
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
▽
当
日

の
や
り
と
り
結
果
を
、
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表（
匿
名
）し
ま
す
。

広
報
広
聴
課
秘
書
広
聴
担
当（
内
線

１
３
０
１
）

村
長
と
直
接
意
見
交
換
が
で
き
ま
す

第
17
回「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

業
務
内
容
▼
税
金
の
申
告
の
受
け
付
け
や
、

デ
ー
タ
入
力
等

雇
用
要
件
等
▼
①
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
②
役
場
に
通
勤
が
可
能
③
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
④
他

の
団
体･

個
人
に
雇
用
さ
れ
て
い
な
い（
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
）―
―
を
満
た
す
方（
８

人
程
度
）

雇
用
期
間
▼
①
平
成
28
年
１
月
18
日（
月
）か

ら
３
月
18
日（
金
）ま
で
②
平
成
28
年
１
月

25
日（
月
）か
ら
３
月
25
日（
金
）ま
で
―
―

の
い
ず
れ
か
の
期
間

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分 

※
雇
用
期
間
中
の
土･

日
曜
日
に

勤
務
日（
１
日
程
度
）が
あ
り
ま
す
。

賃
金
等
▼
時
給
９
１
０
円（
通
勤
手
当
あ
り
）

※
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接
試
験

面
接
日
▼
11
月
18
日（
水
）

・

11
月
４
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を

お
持
ち
の
上
、
税
務
課
住
民
税
担
当（
役

場
行
政
棟
１
階 

内
線
１
１
１
８
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
臨
時
職
員
募
集

　

10
月
29
日（
木
）か
ら
11
月
６
日（
金
）ま

で
、
村
の
国
際
親
善
姉
妹
都
市･

米
国
ア
イ

ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
か
ら
一
般
訪
問
団（
19

人
）が
来
村
し
ま
す
。東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）で
は
、
歓
迎
会
等
の
ほ
か
、
村
発

足
60
周
年
記
念
企
画
公
募
事
業
の
一
環
と

し
て
、
両
市
村
の
首
長
等
に
よ
る
講
演
会

や
、
訪
問
団
と
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

（
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
姉
妹
都
市
の
方
々
と
交
流
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
東
海
村
国

際
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
tokai-international.org/

）、
ま
た
は
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
①
歓
迎
会
】

期
日
▼
10
月
30
日（
金
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館

参
加
費
▼
一
般
…
３
０
０
０
円
／
人 

Ｔ
Ｉ

Ｃ
会
員
…
２
０
０
０
円
／
人

【
②
講
演
会･

懇
談
会
】

日
時
▼
11
月
３
日（
火･

祝
） 

午

後
１
時
～
３
時 

※
懇
談
会

は
、
講
演
会
終
了
後（
午
後

２
時
10
分
～
）と
な
り
ま
す
。

場
所
▼
Ｊ
Ａ
東
海
会
館

参
加
費
▼
無
料

【
③
送
別
会
】

期
日
▼
11
月
５
日（
木
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
Ｊ
Ａ
東
海
会
館

参
加
費
▼
一
般
…
５
０
０
０
円
／
人 

Ｔ
Ｉ

Ｃ
会
員
…
４
０
０
０
円
／
人

【

・

】

　

10
月
20
日（
火
）ま
で
の
午
後
５
時
～
９

時
に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

０
５
３
５ 

tokai-international@
net1.

jw
ay.

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
②
は
事

前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

募 集

姉
妹
都
市･

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

一
般
訪
問
団
と
の
交
流
希
望
者
募
集

　

姉
妹
都
市
交
流
会
館
で
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
も
う
！ 

さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
２
０
０
人
）

を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
仮
装
も
大
歓
迎
で
す
！

期
間
▼
10
月
12
日（
月･

祝
）
～
24
日（
土
）（
10

月
18
日（
日
）を
除
く
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
９
時

場
所
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館

対
象
▼
村
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
方 

※
幼

児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
▼
無
料

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
１
５ 

姉
妹
都
市
交

流
会
館
で
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
再
就
職
を

目
指
そ
う「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

期
日
▼
12
月
上
旬
か
ら
平
成
28
年
１
月
下
旬

ま
で（
全
15
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
村
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
20
人

参
加
費
▼
５
万
９
８
０
０
円
／
人（
初
回
に

徴
収
） 

※
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
、
縁
側
に
集
う
家「
で
あ
い
」に
て

勤
務
の
意
思
が
あ
る
場
合
は
、
３
万
円
／

人
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ
り

ま
す
。

・

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
11
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
６
日（
金
）
～
12
月
18
日（
金
）

（
全
11
回
） 

各
日
２
～
３
時
間
程
度 

※
開

催
期
日
内
に
２
時
間
程
度
の
実
習
を
行

い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
全
日
程
受
講
で
き
、

講
習
会
修
了
後
、
保
育
サ
ポ
ー
ト
活
動
を

希
望
す
る
方（
先
着
30
人
）

受
講
料
▼
１
０
０
０
円
／
人（
テ
キ
ス
ト
代
）

「
保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
」

・

姉
妹
都
市
交
流
会
館（
☎
282
局

０
５
３
５ 

午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
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期
日
▼
10
月
18
日（
日
）（
荒
天
時
は
中
止
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

※
混

雑
の
状
況
等
で
、
開
園
時
間
が
早
ま
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
▼
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園･

水
の
ス

テ
ー
ジ
周
辺（
ひ
た
ち
な
か
市
馬
渡
）

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最
低
賃
金
を

「
時
間
額
７
４
７
円（
昨
年
度
額
よ
り
18
円
引

き
上
げ
）」に
改
定
す
る
こ
と
と
し
、
10
月
４

日
か
ら
、
県
内
の
全
産
業･

全
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

茨
城
労
働
局
賃
金
室（
☎
224
局
６
２
１
６
）

期
日
▼
10
月
27
日（
火
）

時
間
▼
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
…
午
前
11
時
～
11
時

50
分 

面
接
会
…
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水
戸
市

宮
町
１
‐
６
‐
１
）

対
象
▼
平
成
28
年
３
月
に
大
学
院･

大
学･

短

期
大
学･

専
修
学
校
等（
高
等
学
校
を
除

く
）を
卒
業
見
込
み
の
方
と
、
既
卒
で
未

就
職
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
履
歴
書
を
複
数
枚
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

茨
城
県
労
働
政
策
課（
☎
301
局
３
６
４
５
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

県
内
企
業
約
70
社
に
よ
る
、
企
業
説
明
や

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

・

10
月
20
日（
火
）ま
で
に
、
東
海
村
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会
」

　

就
職
を
目
指
す
女
性
を
対
象
と
し
た
面
接

会
で
す
。
育
児
支
援
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ

ラ
ン
ス
の
推
進
、
女
性
の
採
用
に
積
極
的
な

企
業
等
、
各
会
場
で
県
内
企
業
約
20
社
の
企

業
説
明
や
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
等
▼
①
10
月
26
日（
月
）…
ホ
テ
ル
レ

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水
戸
市
宮
町
１
‐
６

‐
１
） 

②
11
月
27
日（
金
）…
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
コ
ア
土
浦（
土
浦
市
港
町
１
‐
８
‐

２
６
）

時
間
▼
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
…
午
前
11
時
～
11
時

45
分 

面
接
会
…
午
後
１
時
～
３
時

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
履
歴
書
を
複
数
枚
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
▽
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ
り

ま
す
。

茨
城
県
労
働
政
策
課（
☎
301
局
３
６
４
５
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

女
性
の
活
躍
、
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
！

「
い
ば
ら
き
女
性
い
き
い
き
就
職
面
接
会
」

対
象
▼
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、
中
学
校
を
卒
業
し
た

（
見
込
み
を
含
む
）男
性

試
験
日
▼
推
薦
…
平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

～
11
日（
月･

祝
）の
指
定
す
る
１
日 

一
般 

１
次
試
験
…
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
） 

２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）…
平

成
28
年
２
月
４
日（
木
）
～
７
日（
日
）の

指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
推
薦
…
平
成
28
年
１
月
20
日

（
水
） 

一
般
…
平
成
28
年
２
月
19
日（
金
）

そ
の
他
▼
全
寮
制
で
、
高
等
学
校
の
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
併
せ
て

各
種
技
術
や
防
衛
基
礎
学
等
を
学
び
ま

す
。
※
３
年
間
の
教
育
修
了
時
に
は
、
高

等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

・

11
月
１
日（
日
）か
ら
、
推
薦
は
12

月
４
日（
金
）、
一
般
は
平
成
28
年
１
月

８
日（
金
）ま
で
に
、
自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部
水
戸
募
集
案
内
所（
☎
226
局

９
２
９
４ 

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/ibaraki/ 

hq1-ibaraki@
pco.

m
od.go.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

「
ひ
た
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」

茨
城
県
最
低
賃
金
が

「
時
間
額
７
４
７
円
」に
改
定

　

村
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
方
が
考
え
た
東
海
村
産
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た“
お
土
産
に
な
る
お
菓
子
”に
つ
い

て
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
す
る
決
勝
大
会
を

行
い
ま
す
。
特
別
審
査
員
と
し
て
山
田
村
長

等
が
参
加
す
る
ほ
か
、
試
食
し
て
い
た
だ
い

た
一
般
の
方
に
よ
る
投
票
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
25
日（
日
） 

午
後
３
時
～

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店（
１
階･

フ
ー
ド
コ
ー

ト
）

「
お
い
も
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

実
行
委
員
会（
☎
０
８
０
‐
２
０
８
３
‐

８
０
２
２
）

「
お
い
も
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

決
勝
大
会
を
行
い
ま
す
！

内
容
▼
ひ
た
ち
な
か
地
区
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
、ひ
た
ち
な
か
地
区
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、

ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

入
園
料
▼
無
料（
公
園
駐
車
場
は
有
料
）

ひ
た
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務

局（
ひ
た
ち
な
か
市
企
画
調
整
課
内 

☎
273

局
０
１
１
１
）、
当
日
は
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
☎
265
局
９
０
０
１
）

　

特
許
や
商
標
の
活
用･
出
願
方
法
、
中
小

企
業･

小
規
模
事
業
者
へ
の
補
助
金
等
に
つ

い
て
の
講
話
の
ほ
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
29
日（
木
） 

午
後
６
時
～
８
時

場
所
▼
東
海
村
商
工
会

参
加
費
▼
無
料

・

10
月
22
日（
木
）ま
で
に
、
東
海
村
商

工
会（
☎
282
局
３
２
３
８
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

創
造
力
の
力
で
、知
財
の
力
を
ゲ
ッ
ト
！

「
特
許
セ
ミ
ナ
ー
」

期
日
▼
10
月
30
日（
金
） 

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
東
海
村
商
工
会

定
員
▼
30
人

参
加
費
▼
無
料

・

10
月
20
日（
火
）ま
で
に
、
東
海
村
商

工
会（
☎
282
局
３
２
３
８
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

顧
客
満
足
で
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
！

「
接
客･

接
遇
セ
ミ
ナ
ー
」
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わ
が
家
の
子
育
て
ノ
ー
ト

　

こ
ん
に
ち
は
！ 

私
は
、
現
在
１
歳
３
か
月

に
な
る
双
子
の
女
の
子（
凛り

ん･

蘭ら
ん

）の
子
育
て
に

日
々
奮
闘
中
で
す
！

　

あ
れ
は
３
回
目
の
妊
婦
検
診
の
と
き
―
―

突
然
医
師
に「
一
卵
性
の
双
子
で
す
よ
！
」と
言

わ
れ
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
！ 

一
卵
性

双
生
児
が
誕
生
す
る
確
率
は
４
／
１
０
０
０

組
だ
そ
う
で
、
ま
さ
か
の
双
子
で
主
人
も
家

族
も
私
も
本
当
に
び
っ
く
り
で
し
た
！ 

で
も

医
師
か
ら
は
、「
一
卵
性
双
生
児
は
本
当
に
ハ

イ
リ
ス
ク
だ
か
ら
要
注
意
だ
」と
言
わ
れ
続
け
、

不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
臨
月
を
迎
え
、
腹
囲
１
０
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
を
は
る
か
に
超
え
、
と
て
つ
も
な
い
大
き
な

お
な
か
に
な
り
、
妊
娠
37
週
、
帝
王
切
開
で

２
人
は
１
分
差
で
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
無

事
に
こ
の
世
に
誕
生
し
て
き
て
く
れ
た
瞬
間

は
、
感
動
し
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

帝
王
切
開
後
の
入
院
中
は
、“
早
く
退
院
し
た

い
！
”な
ん
て
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん
な
に

ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
は
今
と
な
れ
ば
と
て
も

貴
重
な
時
間
で
し
た
。
初
め
て
の
双
子
育
児
、

と
に
か
く
大
変
で
、
生
後
３
か
月
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
２
人
同
時
の

母
乳･
ミ
ル
ク･

お
む
つ･

抱
っ
こ
の
繰
り
返
し
。

夜
中
は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
泣
か
れ
、
私
は

寝
た
気
が
せ
ず
本
当
に
大
変
で
し
た
。
母
乳

と
ミ
ル
ク
の
量
や
時
間
、
排
便
の
回
数
な
ど
、

ノ
ー
ト
に
記
入
し
な
い

と
ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
な

の
か
訳
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
大
変
さ
に
、
何
度
も
心
が
折
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、“
赤
ち
ゃ
ん
は
10
か

月
間
も
お
な
か
の
中
で
常
に
温
か
く
て
抱
っ

こ
さ
れ
て
い
る
状
態
で
い
た
ん
だ
。
そ
れ
が
生

ま
れ
た
途
端
、
寒
い
空
間
に
出
さ
れ
て
し
ま

う
の
だ
か
ら
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
泣
く
の
は
当

然
。
私
が
ぎ
ゅ
っ
と
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
て
、
安

心
感
や
温
も
り
、
守
ら
れ
て
い
る
感
覚
を
与

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
！
”と
思
い

な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
顔
は
似
て
い
て
も
性
格
は

違
う
も
の
で
け
ん
か
は
し
ま
す
が
、
大
き
く

な
っ
た
ら
仲
の
良
い
大
親
友
の
よ
う
な
存
在

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
大
変
な
日
々
は
続
き
ま
す

が
、
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
は
、
生
ま
れ
て
き

て
く
れ
た
瞬
間
の
あ
の
喜
び
と
感
動
を
思
い

出
し
て
、
初
心
に
帰
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
マ
マ
を
選

ん
で
来
て
く
れ
た
の
で
す
か
ら
ね
。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
支
え
て
き
て
く
れ
た

主
人
や
家
族
に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
大
切

に
家
族
の
絆
を
深
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

表
紙･

古
徳
真
梨
子

ちびっこ
美術館

野菜の収穫

保育園でお友達と一緒に野菜を収穫
したときの絵を描いてくれたのは、穂
華ちゃん（５歳）。毎日水遣りをしたそ
うで、「ラディッシュとキュウリをとっ
て、食べたんだ。パリパリしておいしかっ
たよ！」とにこにこ話してくれました。

みぎわ幼稚園

藤
と う

平
へ い

明
あ す ま

磨くん

夏休みの思い出の絵

　お母さんとお兄ちゃんと一緒に水族館
に行ったときの絵を描いてくれたのは明

あす

磨
ま

くん（５歳）。絵を描くことが得意だそ
うで、「サメとか魚がたくさん見られて、
とても楽しかったよ。」とうれしそうに話
してくれました。

夢は…。“漫画家かゲームクリエイター”

照沼小学校５年●塙
はなわ

大
た い

耀
よ う

　僕には、将来の夢が２つあります。
　１つ目は、漫画家になることです。僕は、漫画を読む
ことが好きです。いろいろな種類の漫画を読んでいます
が、中でも好きな漫画はギャグ漫画です。読んでいると、
とても楽しい気持ちになるので、そんな、人を楽しませ
ることのできる漫画を描きたいです。
　２つ目は、ゲームクリエイターになることです。僕
は、ゲームをすることも好きです。ゲームクリエイター
は、物語を作る人、音楽や効果音を作る人、キャラクター
などの絵を描く人、できたキャラクターを動かす人など
に分かれていて、みんなが一つのチームになり、一つの
ゲームを作るそうです。僕は、その中でも、ゲームのキャ
ラクターを考える人になって、たくさんの人に面白いと
思ってもらえるゲームを作ってみたいです。どちらかの
夢がかなったらいいなと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢


